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インストール方法インストール方法インストール方法インストール方法

操作手順：ＣＤ－ＲＯＭからインストールを行なう。

手順１．パソコン電源を入れ、Ｗｉｎｄｏｗｓ2000／ＸＰを起動します。
        Ｂｂを実行している場合は、一度終了してください。

手順２．CD-ROMドライブにインストールＣＤを挿入してください。
　　　　　下記の画面が起動します。
　

①のインストール説明を確認の上、インストールを開始して下さい。
詳細事項は次ページにて説明いたします。

1

はじめに

①インストール方法が　

　説明されています。

⑦ＡＲ＿ＣＡＤのインストール　

　を行います。

③ＢｂCADシステムの

　　改定履歴が参照出来ます

②Ｂｂソフトのインストールを

　　開始します。

④標準操作マニュアルの

　　説明です。

⑤最新版補足マニュアルの

　　説明です。
⑥AdobeReａdeｒのインストール

を行います。



インストール開始

インストール先が表示されます。

通常はWINDOSシステムドライブ

のProgram Files\Bbになります。

※新規インストールの場合は図面枠までチェックが入ります。

最新版の更新時はデータ

ベースエンジンまでチェック

が入ります。

このまま次へ進んで下さ

い。

同意するにして

下さい。同意し

ない場合は次進

めません。

登録ユーザ名・会社名を

入力して下さい。

2

はじめに

Ｂｂインストールを

クリックします。



Ｂｂプログラムのみ

インストールします。

各メーカのデザインパネルデー

タをインストールします。

開口補強・端部形状等の必要なファイルがインストールされます。

※日付を確認し最新があれ上書きしません。

Ｂｂ初期値をインストールします

開口補強鋼材マスタをインス

トールします。

図面枠データをインストール

します。

ＰＣ９８ﾊﾟｿｺﾝの場合は自動的に

チェックが入ります。

3

はじめに



① クリック 

 

左クリック左クリック左クリック左クリック                                                                                            右クリック右クリック右クリック右クリック    

      左ボタンを１回押して放す      右ボタンを１回押して放す 

 

② ダブルクリック 

左ダブルクリック左ダブルクリック左ダブルクリック左ダブルクリック    

  左ボタンを連続で２回押して放す 

 

 

③ ドラッグ（ドラッグ＆ドロップ） 

左ドラッグ左ドラッグ左ドラッグ左ドラッグ                                                            右ドラッグ右ドラッグ右ドラッグ右ドラッグ                                                            両側ドラッグ両側ドラッグ両側ドラッグ両側ドラッグ    

  左ボタンを押しマウスを       右ボタンを押しマウスを      両側ボタンを押しマウスを 

動かしてからボタンを放す     動かしてからボタンを放す    動かしてからボタンを放す 

基本マウス操作

4

はじめに



Ｂｂを起動するＢｂを起動するＢｂを起動するＢｂを起動する

　　　Ｂｂシステムを起動するには、いくつかの方法がありますがここでは、
　　　スタートボタンを使って起動する方法と、デスクトップ上のショートカットアイコンから
　　　起動する方法を説明します。

操作手順：スタートメニューから起動する

①タスクバーの「スタート」をクリックします
　　スタートのメニューが表示されます。

②「プログラム」をポイントしますと
　　起動可能なプログラムが表示されま　
　　す。

③「Ｂｂ」をポイントするとさらにメニューが
　　表示され「Ｂｂ」をクリックします。

　　Ｂｂシステムが起動します。

操作手順：ショートカットアイコンから起動する。

①デスクトップ上の「Ｂｂ」ショートカットアイコンをダブルクリックします。

「Ｂｂ」ショートカットアイコン

Ｂｂシステムが起動します。

「Ｂｂ」システムの起動画面

第 １章　基本・構造

① - 1

1－１　起動方法について1－１　起動方法について1－１　起動方法について1－１　起動方法について



第 １章　基本・構造

基本メニューの起動基本メニューの起動基本メニューの起動基本メニューの起動

　　　Ｂｂシステムを起動すると下記の基本メニューが表示されます。、
　　　左側に選択ボタンが表示され、各サブメニューに進みます。
　　　又、　　　　部分操作によりデータを自由に変更・削除・圧縮・分割・送信・出来ます

システムVer情報

の表示

登録データが一覧表示されます。

※赤字データはPanel Wizardのデータになります。

※圧縮・解凍時は圧縮・解凍データ表示

読込みデータ場所参照
コピー・圧縮・解凍先デ

ータ場所参照

新規　　　　　 ・・・新規物件の登録
入力・修正　 ・・・平面・立面・床の変更を行います。
レイアウト　　・・・作図を行なうデータを用紙にレイアウト(配置)します。
作図　　　　　 ・・・レイアウトデータを一覧から作図します。
ＡＲ＿ＣＡＤ   ・・・作図データをＡＲ＿ＣＡＤにて編集します。
集計            ・・・発注書を各メーカ毎に処理します。
補助            ・・・平面・立面・床・断面の名称変更・削除を行います。
マスター       ・・・柱・梁・開口・補強材のマスター登録を行います。
環境設定     ・・・システム初期値、動作環境の作成変更を行います。
ヘルプ         ・・・システム、ライセンス、改定履歴等の情報確認を行います。
保存           ・・・データ保存を行います。
閉じる         ・・・現在のデータを終了します。
終了           ・・・Ｂｂシステムを終了します。

パネル処理  ・・・パネルを発注書データに変換します。
割付確認  　 ・・・パネル処理済パネルを形状・Ｗ・Ｈ変更します。
パネル集計　・・・階・面・種類毎にパネルを集計します。
発注書作成  ・・・各メーカ書式に応じた発注書を作成します。
集計確認     ・・・発注済パネルの確認等を行います。
開口集計     ・・・開口補強等の一覧を表示します。
割符検索     ・・・発注書作成した割符ＮＯをＷ・Ｈ・NOから検索できます。

① - 2

1－２　基本メニューについて1－２　基本メニューについて1－２　基本メニューについて1－２　基本メニューについて



第 １章　基本・構造

データ管理操作データ管理操作データ管理操作データ管理操作

　　　Ｂｂシステム基本メニュー上にデータ管理ツールが表示されます。、
　　　

Ｂbで作成したデータをコピーします。コピー物件を選択し
コピー元、コピー先を確認してから　　　　　　　　　　をクリックします。

①コピーする物件を

選択します。

②コピー先ドライ

ブの確認

このようなメッセージが表示された場合は

コピー先パスを変更して下さい。

① - 3



第１章　概要・構造

担当者名を入力します

システムにデータを登録した月日が自動で登録されます

代理店名の入力を行います。選択ボタンを押すとマスターで登録している代理店名
を選択する事が出来ます

代理店の住所を入力します

代理店の電話番号を入力します。マスターに登録してあれば、代理店を選択する
だけで入力が出来ます

代理店のＦＡＸ番号を入力します。マスターに登録してあれば、代理店を選択する
だけで入力が出来ます

基準風速

工事名称を入力します

工事場所の郵便番号を入力します
・・郵便番号検索

上記で入力した郵便番号から住所を検索します。郵便番号を入力し検索ボタンを
押して下さい

・・住所検索
住所一覧から工事場所を検索します。全国対応です

工事場所を入力します。郵便番号検索機能、住所検索機能で検索を行った場合に
は自動で住所が記入されます。手入力も行えます

設計社名の入力を行います。手入力で入力します

元請社名の入力を行います。手入力で入力します

地表面粗度区分

建物形状閉鎖型建物

建物形状開放型建物(風上開放)

建物形状開放型建物(風下開放)

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

建物形状閉鎖型建物建物形状閉鎖型建物建物形状閉鎖型建物建物形状閉鎖型建物

建物形状開放型建物建物形状開放型建物建物形状開放型建物建物形状開放型建物((((風下開放風下開放風下開放風下開放))))

建物形状開放型建物(風上開放)建物形状開放型建物(風上開放)建物形状開放型建物(風上開放)建物形状開放型建物(風上開放)

地表面粗度区分地表面粗度区分地表面粗度区分地表面粗度区分

工事場所工事場所工事場所工事場所

郵便番号郵便番号郵便番号郵便番号

設計設計設計設計

元請け元請け元請け元請け

担当者担当者担当者担当者

日付日付日付日付

代理店名代理店名代理店名代理店名

住所住所住所住所

電話番号電話番号電話番号電話番号

FAX番号FAX番号FAX番号FAX番号

基準風速基準風速基準風速基準風速

工事名称工事名称工事名称工事名称

① - 4

1－3　工事概要について1－3　工事概要について1－3　工事概要について1－3　工事概要について



第１章　基本・構造

地上階地上階地上階地上階

高さ高さ高さ高さ

幅幅幅幅

階高レベル名称階高レベル名称階高レベル名称階高レベル名称

梁天高梁天高梁天高梁天高

取付高取付高取付高取付高

負荷重負荷重負荷重負荷重

初期値の選択を行います

地下階地下階地下階地下階

塔　　屋塔　　屋塔　　屋塔　　屋

階高階高階高階高

ＦＬ高ＦＬ高ＦＬ高ＦＬ高

正荷重正荷重正荷重正荷重

階高名称を初期パターンから再設定します

基準風速・地表面粗度区分を変更した場合に再計算します

初期値を変更できます。初期値名を選択し、初期値読込をクリックして下さい。

変更ボタンをクリックする事により構造が変更出来ます

１

２

３

４

５

６

７

８

９

地下階が何階有るか入力します

地上階が何階有るか入力します

塔屋が何階有るか入力します

基礎の高さを入力します

基礎の幅を入力します

階高の名称を選択します。リスト選択以外にも階高レベル名称の項目に直接入力
する事も出来ます

レベル名称で選択した階高名称が表示されます。直接入力する事も出来ます

階高の寸法を入力します

梁天高を入力します（各階毎の梁天高が個々に設定出来ます

ＦＬ高を入力します（立面開口入力時に引用されます）

取付け高を入力します（切上げｍ単位になります）

工事概要で基準風速、地表面粗度区分が入力されていた場合、正荷重が自動
計算され表示されます

階高さを各階にコピーします

梁天高さを各階にコピーします。コピーする梁天高を選択し、梁天高コピーをクリック
して下さい。

ＦＬ高さを入力します。コピーするＦＬ高を選択し、ＦＬ高コピーをクリックして下さい。

初期環境設定初期環境設定初期環境設定初期環境設定

階数階数階数階数

変更変更変更変更

梁天高コピー梁天高コピー梁天高コピー梁天高コピー

階高コピー階高コピー階高コピー階高コピー

荷重再計算荷重再計算荷重再計算荷重再計算

名称再割当名称再割当名称再割当名称再割当

初期値変更初期値変更初期値変更初期値変更

レベル名称レベル名称レベル名称レベル名称

基礎基礎基礎基礎

ＦＬ高コピーＦＬ高コピーＦＬ高コピーＦＬ高コピー

１０

１１

工事概要で基準風速、地表面粗度区分が入力されていた場合、負荷重が自動
計算され表示されます

① - 5
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第２章　平面・床・屋根

２－１　平面図の画面構成について２－１　平面図の画面構成について２－１　平面図の画面構成について２－１　平面図の画面構成について

平面図の画面について説明を行います

平面図を起動した直後は赤枠部分

に何も有りません。

基準線、柱入力等、平面図の機能

を選択すると赤枠の部分が簡易変

更メニューに変わります

平面図各機能アイコン
｢FUNCTION(ファンクション)｣

次頁から平面図の各機能を

説明しています

｢FLOW(フロウ)｣

進行状況と画面説

明をしています。

｢COMMON　FUNCTION

(コモンファンクション)｣

平面図の切替、画面の

拡大縮小等を行います。

｢PLAN CHOICE

(プラン チョイス)｣ 

平面図情報ウインドウ

On/Off機能

平面図作成画面

｢PULL DOWN MENU

(プルダウンメニュー)｣

機能を選んだ時に出

てきます

｢MENU(メニュー)｣

他の画面に移行します

簡易変更メュー簡易変更メュー簡易変更メュー簡易変更メュー

② － 1



第２章　平面・床・屋根

２－２　平面図機能について

①平面図アイコンについて

柱の入力を行います

基準線の入力を行います

梁の入力を行います

出入隅の入力を行います

開口の入力を行います

コーナーの入力を行います

壁の入力を行います

ＲＣ壁の入力を行います

立面図を作成します

測定を行います

階高変更を行います

縦断面を作成します

画面構成を変更します

画面構成を変更します

ＤＸＦ読込み機能を使用します

表示の選択をします

ハッチング処理を行います

データを保存します

仮芯の表示選択をします

入力した情報を他の階数にコピーします

通り芯の表示選択をします

２－　３

２－　４

２－　５

２－　６

２－　７

２－　８

２－　９

２－１０

２－１１

２－１２

② － 2
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２－１４

２－１５
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第２章　平面・床・屋根

２－３　基準線機能について

選択１

新規
直線：表入力(2-6にて説明)

基準線にマウスを合わせて右クリックして指定します。
指定した基準線は、変更・削除が行えます。

直線：２点

変更

マウスで２点を指示して、自由に基準線が引けます。
直線：オフセット
指定した基準線に対して、平行にコピーをします。

直線：相対角度
指定した基準線に対して、角度指示で線を引きます。

直線：角度
画面に対しての角度指示によって線を引きます。

円弧：２点

円弧：３点

円弧：中心半径

円弧：オフセット

直線：オフセット移動

直線：端点伸縮

円弧：端点伸縮

簡易変更

削除

表によってを数値入力して基準線を作成します。

表入力した通り芯を変更します

初期ﾒｯｾｰｼﾞ：直線　①選択②表入力③２点④ｵﾌｾｯﾄ⑤相対角度⑥角度
　　　　　　　　：円弧  ⑦２点⑧３点⑨中心・半径⑩ｵﾌｾｯﾄ⑪ｵﾌｾｯﾄ移動
　　　　　　　　：直線  ⑫端点伸縮　円弧⑬端点伸縮⑭簡易変更⑮削除　

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

簡易入力ﾒﾆｭｰ

始点・終点に接する円弧を入力する半径で描きます。

始点・終点に接する円弧を入力する出幅で描きます。

中心点指示と半径入力により表示される円に対して、始点・
終点を指示して円弧を描きます。

円弧の端点を入力寸法分伸縮させます。

直線の端点を入力寸法分伸縮させます。

指示する直線を元に、平行移動します。

指示する円弧を元に、平行コピーします。

変更入力が画面端に表示されます。変更を容易に行います

通り芯を削除します
簡易メニュー上部に表示される入力項目

システム上では、通り芯・壁芯など図面に引く線を基準線と呼びます。
また、図面には引かないが補助する芯（ＤＯＳ版システムでいう仮芯）を
補助線と呼びます

角度
相対角度オフセット４ ５

６

直線

中心半径
オフセット
移動

オフセット１０

９ １１

円弧

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１

２

② － 3



第２章　平面・床・屋根

基準線入力について

通り芯線を作成
①ツールバーの　　　　　を左クリックするとプルダウンメニューが表示されます(Ⅰ図)
　又は、メニューバーの　　　　をクリックした後、　　　　　　　をクリックします(Ⅱ図)  

Ⅱ図

Ⅰ図

②プルダウンメニューの[表入力]の[新規]をクリッ
　クしますと、直線［表入力］画面が表示されます

③Ｘ本数・Ｙ本数には、通り芯の本数を入力します
　それぞれカーソルをあわせ本数を入力します
　入力した本数に合わせて表が画面表示されます

 

 

④名称欄の最上段にカーソルをあわせ名称（通り芯名等）を入力します
　注）最上欄のスパンは入力する必要がありません

⑤各種コピーボタンを左クリックすると次段からの項目に反映コピーされます

⑥続いてスパンを入力します。２段目以降の入力欄に１つ上段からのスパン値を
　ミリメートル単位に入力します

⑩入力が完了すれば、　　　　　　　
　を左クリックします

⑦各段が同じスパンなら を左クリックすると以降に同寸法がコピーされます

⑧表の右側に基準線のレイアウトが表示されます。

⑨レイアウト図の　◎　をドラッグしながらマウスを移動すると基点の移動ができます
※基点移動は、２つ以上の基準線を
　平面図上に貼り付ける時に便利です。

 

⑪平面図画面に戻ります。図面は、　
　⑨で指示した◎位置を基点に移動
　し、左クリックで図面位置を確定させ
　ます

１

表入力の変更で通り芯をマウスにより左クリックすると通り芯のみ表示しスパンの変
更が出来ます

② － 4



第２章　平面・床・屋根

２－４　柱機能について

選択

基準線の交点で左クリックして通り芯から柱芯までのＸＹ相対数
値を入力すると柱を作成できます。
※複数の交点付近をドラッグすると指定した範囲の交点全てに
柱を入れる事が出来ます

基準交点ＸＹ

柱の位置にマウスを合わせて、右クリックするか、複数の柱をド
ラッグする事により囲み柱を指示して右クリックすると柱が選択
され、変更・削除が行えます

オフセット

基準交点クリア

指定柱から指定した距離の所にオフセット値移動位置へコピ
ーします

同設定コピー
指定柱と違う交点位置に同設定の柱をコピーします

オフセット移動
指定柱から指定した移動距離分柱が移動します

簡易変更
柱位置にマウスを合わせて、左クリックして柱変更が行えます。
①選択でも変更できますが、左クリックにより連続して変更する事
が出来ます

削除
柱位置にマウスを合わせて、左クリックして柱削除が行えます。
①選択でも削除できますが、左クリックにより連続して削除する事
が出来ます

基準線の交点から初期値のクリア値を考慮して９種類の柱位
置移動により柱を作成できます

初期ﾒｯｾｰｼﾞ：①選択②基準交点ＸＹ③基準交点クリア④オフセット⑤同設定コピー
　　　　　　　　：⑥オフセット移動⑦簡易変更⑧削除

１

５

４

３

２

８

７

６

ここでは基準交点クリア機能を利用して柱を描く方法を説明します。

①ツールバーの　　　　を左クリックするとドロップダウンメニューが表示されます。
　又は、メニューバーの　　　　　をクリックした後、　　　　　　　　　　　をクリックします。 

②ドロップダウンメニューの［基準交点クリア］を左クリックします。

 

連続入力

簡易メニュー

簡易メニュー上部に表示される入力項目

１

５

４

３

２

８

７

６

オフセット移動
オフセット４

６

② － 5

柱入力について



第２章　平面・床・屋根

⑤基準線の交点の廻りにマウスを移動することにより、下図の様に柱が八方向に移動します

 

⑥⑤により該当位置で左クリックすると柱詳細画面が表示され、柱の詳細入力をします
　（柱の詳細入力画面）

 
　　　を左クリックすると柱の種類が表示
　　　され、該当柱にマウス位置を合わ
　せて左クリックします。

　縦クリア・横クリア
　　基準線から柱の外ずら距離を入力し
　　ます。
　横幅・縦幅
　　柱のサイズを入力します。

柱の詳細入力が完了すれば　　　　　　を左クリックします 

（確定後の柱） 

補　足 確定前なら右クリックすると１つ前の操作に戻れます。

③基準線の交点付近で左クリックすると柱が表示されます

 
④柱の中に縦または横の線が入っていますので、基準線による向きを
　決めて左クリックします。

  

※柱の向きは、角柱の場合関係ありませんが、Ｈ鋼の場合の向きに
　関係します
　マウス位置により 水平の基準線に近い　垂直の基準線に近い

交点を左クリック

② － 6
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選択１

始点・終点の柱を指示して梁を描きます
柱～柱
変更や削除を選択したい時に右クリックで選択します

柱～基準

柱～梁

柱から基準線交点に梁を描きます。持ち出し梁などに使用します
梁～梁
梁と梁の間に梁を描きます

梁～基準
梁から基準線交点の間に梁を描きます

基準～基準
基準線交点から基準線交点の間に梁を描きます

梁間本数
梁と梁の間に指定した本数の梁分割して描きます

柱から梁の間に梁を描きます

梁間ピッチ
梁と梁の間に指定したピッチで梁を描きます

オフセット
梁を指示位置にコピーします

オフセット移動
梁を指示位置に移動します

端点伸縮
梁の端点を指定寸法伸縮します

簡易変更
梁位置にマウスを合わせて、左クリックして梁変更を行えます
①選択でも変更できますが、左クリックにより連続して変更する
際に適しています

削除
梁位置にマウスを合わせて、左クリックして梁削除を行えます
①選択でも削除できますが、左クリックにより連続して削除する
際に適しています

初期ﾒｯｾｰｼﾞ：①選択②柱～柱③柱～梁④柱～基準⑤梁～梁⑥梁～基準⑦基準～基準
　　　　　　　　：⑧梁間本数⑨梁間ピッチ⑩オフセット⑪オフセット移動⑫端点伸縮⑬簡易変更
　　　　　　　　：⑭削除

２－５　梁機能について

１１

１０

９

８

７

６

５

４

３

２

１２

１４

１３

簡易メニュー

簡易メニュー上部に表示される入力項目

１

２

３

４

１４

１３

１２

１１

１０

９

８

７

６

５

２

３

４

１２

１１

１０

９

８

７

６

５

６

４ オフセット
オフセット移動

② － 7



第２章　平面・床・屋根

ここでは、柱～柱機能を利用して梁を描く方法を説明します。

又は、メニューバーの　　　　　をクリックした後、　　　　　　　　　　をクリックします。

梁入力について

①ツールバーの　　　　を左クリックするとドロップダウンメニューが表示されます。

②ドロップダウンメニューの［ 柱～柱 ］を左クリックします。

  

③始点の柱を左クリックして終点の柱を左クリックします。
始点左クリック 終点左クリック

 
  

  

④マウスの移動で梁の位置を設定し、左クリックします。
柱芯にあわせます。　　柱外面にあわせます。　柱内面にあわせます。

   

⑤梁の詳細を入力します。
（梁の詳細入力画面）

⑥詳細入力が完了すれば、　　　　　　　を左クリックすると梁が確定されます。 

 （確定後の梁）

補　足 確定前なら右クリックすると１つ前の操作に戻れます。

② － 8



２－６　ＲＣ壁機能について

選択

基準線間に壁を描きます。
基準～基準
変更や削除を選択したい時に右クリックで選択します

柱～壁

柱～柱(内側)

柱から壁の間に新規のＲＣ壁を描きます。
壁～壁
壁から壁の間に新規のＲＣ壁を描きます。

オフセット
壁を指示位置にコピーします。

オフセット移動
壁を指示位置に移動します。

端点伸縮
壁の端点を指定寸法伸縮します。

柱間に壁を描きます。壁は、柱のサイズ内で中心あわせ・面あわ
せ（間仕切タイプ）で描きます。

簡易変更
壁位置にマウスを合わせて、左クリックして壁変更を行えます。

削除
壁位置にマウスを合わせて、左クリックして壁削除を行えます。

初期ﾒｯｾｰｼﾞ：①選択②基準～基準③柱～柱(内側)④柱～壁⑤壁～壁⑥オフセット
　　　　　　　　：⑦オフセット移動⑧端点伸縮⑬簡易変更⑭削除

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

簡易メニュー上部に表示される入力項目

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

４

６

オフセット
オフセット移動

ここでは、基準～基準機能を利用してＲＣ壁を描く方法を説明します
①ツールバーの　　　　　を左クリックすると
　ドロップダウンメニューが表示されます。
又は、メニューバーの　　　　をクリックした後、
　　　　　　　　　　をクリックします

 

②ドロップダウンメニューの［ 基準～基準 ］を
　左クリックします。

③ＲＣ壁を入力したい通り芯の交点を２点左ク
リックします

② － 9

２点目

１点目

ＲＣ壁入力について
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第２章　平面・床・屋根

ＲＣ壁入力について

始点
基準

相対Ｘ

伸縮

始点交点の通り芯情報が表示しています

始点交点からのＸ，Ｙ座標値を記入します

始点側のＲＣ壁の伸縮を行います
終点
基準

相対Ｘ

伸縮

終点交点の通り芯情報が表示しています

終点交点からのＸ，Ｙ座標値を記入します

終点側のＲＣ壁の伸縮を行います
厚み
壁の厚みを入力します

壁芯内の厚みを入力します

壁の高さを入力します

芯内

上端

下端
壁のスタート位置を入力します

④ＲＣ壁入力ウインドウが表示されます

⑤ＲＣ壁入力完了

② －10



第２章　平面・床・屋根

２－７　壁機能について

・選択

基準線間に壁を描きます
基準～基準

選択

柱～柱(内側)

柱～柱(外側)

柱間に壁を描きます。壁は、柱のサイズ内で中心あわせ・面あわ
せ（間仕切タイプ）で描きます

柱～壁
柱から壁の間に新規の壁を描きます

壁～壁
壁から壁の間に新規の壁を描きます

オフセット
壁を指示位置にコピーします

円弧
Ｒ壁を描きます(予め円弧の基準線を入れてから行って下さい)

柱間に壁を描きます。壁は、柱の外側（外壁タイプ）に描きます

連続壁入力
始点・終点を連続で入力し、一括で壁を描きます

オフセット移動
壁を指示位置に移動します

端点伸縮
壁の端点を指定寸法伸縮します

簡易変更
壁位置にマウスを合わせて、左クリックして壁変更を行えます

削除
壁位置にマウスを合わせて、左クリックして壁削除を行えます

初期ﾒｯｾｰｼﾞ：①選択②基準～基準③柱～柱(外側)④柱～柱(内側)⑤柱～壁⑥壁～壁
　　　　　　　　：⑦オフセット⑧円弧⑨連続壁入力⑩オフセット移動⑪端点伸縮⑫簡易変更
　　　　　　　　：⑬削除

選択
変更や削除を選択したい時に右クリックで選択します

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

壁入力について

簡易ﾒﾆｭｰ

①ここでは、連続入力による壁の描く方法を説明します

②ツールバーの　　　　を左クリックするとドロップダウンメニューが表示されます
　又は、メニューバーの　　　　をクリックした後、　　　　　　　　をクリックします  

簡易メニュー上部に表示される入力項目

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

６ オフセット移動
オフセット４

② －11
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壁入力について

③ドロップダウンメニューの［連続入力］を左クリックします。

④始点の基準線の交点を左クリックし、各コーナー部（基準線の交点またはグリッド）にマウス
　移動して左クリックをします。

必ず左回りで壁指示を行って下さい。

⑤同じ場所で、もう一度左クリックをすると終点となります。
　クリックした位置が始点と同じなら自動で終点となります。

⑥終点が指示されると壁の詳細画面が表示されます。

 

⑦壁の詳細を入力します。（壁の詳細入力画面）

⑧詳細入力が完了すれば、　　　　　　を左クリックして壁が確定されます。

⑨補　足：確定前なら右クリックすると１つ前の操作に戻れます。

 
    終点

  始点 

 

  

  

属性：外壁か間仕切壁かを選択します。
厚み：壁厚を入力します。
芯内：壁芯から内ずらまでの距離を入力します。
小口（直角）　　　　：横方向優先 　　　縦方向優先

小口（直角以外）：内面合わせ 　　外面合わせ

② －12



第２章　平面・床・屋根

２－８　コーナー機能について

初期ﾒｯｾｰｼﾞ：①選択②基準交点③壁指定④簡易変更⑤削除

選択１

壁指定３

基準交点２

簡易メニュー

変更や削除を選択したい時に右クリックで選択します

通り芯の交点を指示しコーナーを入力します。大きさや角度
は数値入力で行います

壁を指示しコーナーを入力します。コーナーの配置は自動で
行います

簡易変更４

簡易メニューから変更・削除を行います
削除５

コーナーの削除を行います

コーナー入力について

①出入隅などにコーナーパネルを描く方法を説明します。

⑥壁の指示をするとコーナーの詳細入力画面が表示
　されます。

⑤出入隅などにコーナーパネルを描く方法を説明します。

④コーナーパネルを挿入したい壁を左クリックします。

③ドロップダウンメニューの［壁指定］を左クリックします。

②ツールバーの　　　　を左クリックするとドロップダウンメニューが表示されます。

 

1回目
クリック

2回目
クリック

（コーナーの詳細入力画面）
⑦詳細入力が完了して　　　　　　を左クリックしますと
　コーナーが確定されて画面に登録されます。

 

⑧出入隅などにコーナーパネルを描く方法を説明します。
(Ｌ型コーナーなら) (Ｒ型コーナーなら)

１

３

２

４

５

３

２

② －13



第２章　平面・床・屋根

２－９　開口機能について

選択１

壁を指定し入力を行います
壁指定
詳細変更が行える様にします

詳細変更

壁・基準指定

入力した開口を変更します

壁と基準線を指定し入力を行います

削除
入力した開口を削除します

初期ﾒｯｾｰｼﾞ：①選択②壁指定③壁・基準指定④詳細変更⑤削除

２

３

４

５

１

２

３

４

５

２

３

開口入力について

①開口を入力する壁を指示します ②開口入力画面に入力します

簡易メニュー

③開口の入力が出来ます ④開口入力画面については立面の「開口機能に
ついて」を参照して下さい

② －14
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２－１０　小口機能について

初期ﾒｯｾｰｼﾞ：①出入隅②芯合わせ③外面合わせ④内面合わせ⑤内外合わせ⑥Ｔ部クリア
　　　　　　　　：⑦コーナー・壁クリア

壁を指定する事で壁芯同士を合わせた芯合わせを行います
芯合わせ

内面合わせ

外面合わせ

壁を指定する事で壁の内面同士を合わせた内面合わせを
行います

内外合わせ
内外合わせ

Ｔ部クリア
壁がＴの様になっている場合に壁クリアを設定します

コーナー・壁クリア
コーナーと壁のクリアを設定します

壁を指定する事で壁の外面同士を合わせた外面合わせを
行います

出入隅
壁を指定する事で壁の勝ち負けを任意で入れ替えます

１

２

３

４

５

６

７

簡易メュー

小口入力について

①ここでは、出入隅などのコーナー部の小口を差し替える方法を説明します。

②ツールバーの　　　を左クリックするとドロップダウンメニューが表示されます。
　又は、メニューバーの　　　　をクリックした後、　　　　　　　　をクリックします。

③右図の該当機能にマウスを合わせて左クリックします。

  

④③で選択した機能に応じて二つの壁をそれぞれ左クリック
　します。出入隅の場合、小口の方向が変更されます。
　例）縦方向が勝っているコーナーを逆転させる場合勝た
　　　せる壁を先に左クリックして、続いて負ける壁を
　　　左クリックします。

簡易メニュー上部に表示される入力項目

１

２

３

４

５

６

７

１

２

３

４

５

６

７

Ｔ部クリア

コーナー・壁クリア

６

７内面合わせ

出入隅

４

１
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小口入力について

①ここでは、出入隅などのコーナー部の小口を差し替える方法を説明します。

②ツールバーの　　　を左クリックするとドロップダウンメニューが表示されます。
　又は、メニューバーの　　　　をクリックした後、　　　　　　　　をクリックします。

③右図の該当機能にマウスを合わせて左クリックします。

  

④③で選択した機能に応じて二つの壁をそれぞれ左クリック
　します。出入隅の場合、小口の方向が変更されます。
　例）縦方向が勝っているコーナーを逆転させる場合勝たせ
　　　る壁を先に左クリックして、続いて負ける壁を左クリック
　　　します。

⑤補足：操作の基本は、出入隅とほぼ同じなので操作結果を下図に列記します。

   

 
Ｔ部クリア

芯合わせ 外面合わせ 内面合わせ

1回目
クリック

2回目
クリック

1回目
クリック

2回目
クリック

② －16
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２－１１　面作成機能について

② －17

手動壁選択

初期ﾒｯｾｰｼﾞ：①手動壁選択②自動③既存立面削除

１

２ 自動
立面を作成する際壁を個々に指定し、面を作成して行きます。

選択した壁種全てを設定に基づいて立面作成を行います。

面作成(自動)方法について

縦横一括：指定壁に対して、面作成を行います
　　　　　　　(同一座標壁芯全て)
縦一括　 ：指定壁に対して、面作成を行います
　　　　　　　(指定壁のみ)
単独　　  ：階数、同一座標関係無く、指定壁のみ
　　　　　　　面作成します
壁種一括：外壁、間仕切を選択し一括で面作成します

「立面自動立ち上げ設定」が表示されます

ＯＫボタンを左クリックすると簡易割付が出来ます

全ての壁の割付処理が終わると
「処理終了」のウインドウが表示されます

壁に基礎をつける

左端部のパネル寸法を入力します

割付方向を選択します。

割付寸法を入力します

右端部パネルが自動計算されます

縦目地の寸法を入力します

横目地の寸法を入力します

割付時ＳＬ±の寸法を入力します

割付位置をGLからの寸法で入力します

パラペットの寸法を入力します

最小幅以下パネルの作成選択

基礎表示の選択

床が有る場合壁の自動逃がし選択

床位置から割付開始位置のクリア

割付方向を選択します

1枚目のパネル幅を入力します

補助パネル幅

補助パネル幅スタート

補助パネル間隔

縦目地の寸法を入力します

横目地の寸法を入力します

補助横目時

補助横目時スタート

補助横目時間隔

割付位置をSLからの寸法で入力します

割付位置をＧＬからの寸法で入力します

パラペットの寸法を入力します

柱芯に縦目地をつける

割付けの基準を基礎の上にする

１

８

７

６

５

４

３

２

１３

１２

１１

１０

９

１

８

７

６

５

４

３

２

１３

１２

１１

１０

９

１

８

７

６

５

４

３

２

１３

１２

１１

１０

９

１

９

８

７

６

５

４

２

１４

１３

１２

１１

１０

１５

１６

１７

１６

１５

１４

１７

３ 1枚目以降のパネル幅を入力します

②種類、割付の有
無、割付方法の選択

④平面図に画面が変
わります

③割付け情報
を入力する

横
割

３ 既存立面削除
指定した壁の立面図を削除します。

①自動を左クリック

縦
割



第２章　平面・床・屋根

面作成(手動)方法について

立面名称を入力しＯＫボタンを押すと
立面図に画面が変わります。

縦横一括：指定した壁をに対して、面作成を行います
　　　　　　　(同一座標壁芯全て)
縦  一 括：指定した壁をに対して、面作成を行います
　　　　　　　(指定壁のみ)
単独　　　：面作成を指示した壁のみを立面図として作成します
壁種一括：外壁、間仕切を選択し選択した壁を一括で
　　　　　　 面作成します

メニューの内容

壁を指定した後、表示されるメニュー

② －18

①手動壁選択を左クリック

③壁の色が変わったら
右クリック

②作成したい面
を左クリック

④新規作成を
左クリック

⑤縦横一括を
左クリック

⑥立面名称を入力

⑦立面図に
画面が変
わります
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２－１２　階高について

２直線

縦断面図の変更を行います
交点
縦断面図を新規作成します

１

初期ﾒｯｾｰｼﾞ：①２直線②交点③標準に戻す

２

② －19

縦断面図の変更を行います
標準に戻す３

階高の入力について

２直線を選
択します

１点目：通り芯
を指示します

２点目：通り芯
を指示します

各通り芯の変
更数値を記入
します

平面上で階高の高さを変更します

交点を選択
します

交点の操作について

２直線の操作について

１点目：縦方向
の通り芯を指
示します

２点目：縦方
向の通り芯を
指示します

各通り芯の変
更数値を記入
します



第２章　平面・床・屋根

２－１３　測定について

距離の測定を行います

② －20

①測定のボタンを左クリックします

②測定したい始点側を左クリックします

③終点側を左クリックすると画面左上
(赤丸)側に距離が表示されます

測定方法について



２－１４　縦断面について

新規

縦断面図の変更を行います
変更
縦断面図を新規作成します

１

初期ﾒｯｾｰｼﾞ：①新規②変更

２

①縦断の新規を選択します ②垂直壁には水平な通り芯を水平壁には
垂直な通り芯を選択します

通り芯を選択後、縦断面図作成場
所の指定を行う為場所指定線が表

示されます

位置の指定後、範囲と向きを指定
します

③垂直壁には水平な通り芯を水平壁には
垂直な通り芯を選択します

④垂直壁には水平な通り芯を水平壁には
垂直な通り芯を選択します

② －21

縦断面名の入力を行う

縦断面の作成について

第２章　平面・床・屋根
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２－１５　ハッチングについて

矩形指定

多角形指定

１

初期ﾒｯｾｰｼﾞ：①矩形指定(新規ハッチング、ハッチング切り抜き)
　　　　　　　　：②多角形指定(新規ハッチング、ハッチング切り抜き)③削除

２

② －22

ハッチングを削除します
削除３

新規ハッチング
平面上の指定した部分にハッチングを入力します
四角形で指定します

ハッチング切り抜き
入力済のハッチングを切り抜きます。四角形で指定します

新規ハッチング
平面上の指定した部分にハッチングを入力します
四角形以外はこちらで指定します

ハッチング切り抜き
入力済のハッチングを切り抜きます。四角形以外で指定します

①ハッチングの矩形指定(新規ハッチン)を
選択します

②ハッチングを入力する範囲を四角形で
指定します

③ハッチングパターンを入力します

ハッチングの入力について
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２－１６　表示について

② －23

画面情報のON/OFFを行います

柱表示のONです
表示設定の内容

柱表示のOFFです

梁表示のONです 梁表示のOFFです

RC表記のONです RC表記のOFFです

開口表示のONです 開口表示のOFFです

DXF表示のONです DXF表示のOFFです

パネル表示のONです パネル表示のOFFです

仮芯表示のONです 仮芯表示のOFFです

平立芯表示のONです 平立芯表示のOFFです

グリッド表示のONです グリッド表示のOFFです

ﾊｯﾁﾝｸﾞ表示のONです ﾊｯﾁﾝｸﾞ表示のOFFです

寸法表示のONです 寸法表示のOFFです

非作図寸法表示のON
です

非作図寸法表示のOFF
です

汎用要素ペン色表示
のONです

汎用要素レイヤ色表示
のONです

非作図柱・梁メンバ
表示のONです

非作図柱・梁メンバ
表示のOFFです

汎用要素を表示OFFにするには、上記二つの
表示ボタンをOFFにする必要があります。
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２－１７　床・屋根の画面構成について

床・屋根の画面説明

床・屋根図各機能アイコン
｢FUNCTION(ファンクション)｣
次頁から床・屋根図の各機能
を説明しています

｢FLOW(フロウ)｣
進行状況と画面説
明をしています

｢COMMON　FUNCTION
(コモンファンクション)｣
床・屋根図の切替、画面の
拡大縮小等を行います

｢PLAN CHOICE
(プラン チョイス)｣
床・屋根図情報ウインドウ
On/Off機能

床・屋根図作成画面

｢PULL DOWN MENU
(プルダウンメニュー)｣
機能を選んだ時に出
てきます

｢MENU(メニュー)｣
他の画面に移行します

床・屋根入力画面を起動した直後
は赤枠部分に何も有りません。

床・屋根機能を選択すると赤枠の部
分が簡易変更メニューに変わります

② －24

簡易変更メニュー
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２－１８　床・屋根機能について

①床・屋根アイコンについて

床枠の入力や割付等を行います。割付の変更もここで行います

開口の入力を行います

目地の入力を行います

補助線の入力を行います

切り欠きの入力を行います

ハッチングの入力を行います

距離の測定を行います

②測定機能について

③測定のボタンを左クリックします ④測定したい始点側を左クリックします

⑤終点側を左クリックすると画面左上
(赤丸)側に距離が表示されます

② －25

２－１９

２－２０

２－２１

２－２２

２－２３

２－２４
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２－１９　床割付機能について

初期ﾒｯｾｰｼﾞ：①選択②範囲(勾配なし、勾配あり)③多角形(勾配なし、勾配あり)
　　　　　　　　：④再割付(点、辺)⑤床枠変更⑥床枠削除⑦パネルＷ変更⑧パネルＨ変更
　　　　　　　　：⑨パネル厚み変更⑩枠データの変更⑪パネル目地削除⑫パネル削除

１ 選択
割付けたパネルに対して右クリックする事で変更が行えます

３ 多角形

２ 範囲

勾配がある場合の床枠の入力を行います

４ 再割付

５ 床枠変更
点

６ 床枠削除
床枠の削除を行います

７ パネルＷ変更
パネルのＷ寸法を変更します

８ パネルＨ変更
パネルのＨ寸法を変更します

９ パネル厚み変更
床パネルの厚みを変更します

１０枠データの変更
入力した床の枠を変更します

１１パネル目地削除
床パネルの目地を削除します

１２パネル削除
床パネルの削除を行います

勾配なし 勾配が無い場合の床枠の入力を行います
勾配有り

勾配なし
勾配がある場合の床枠の入力を行います
勾配が無い場合の床枠の入力を行います

勾配有り

勾配なし
床再割付を行います。勾配有りの場合に選択します
床再割付を行います。勾配なしの場合に選択します

勾配有り

床枠を点で大きさを変更します
辺 床枠を辺で大きさを変更します

パネルＷ変更
パネルＨ変更
パネル厚み変更
パネル削除
パネル目地削除
パネル切り欠き
パネル切り欠き(２線間)
枠データの変更

四角以外の床部分の割付をしたい場合に使用します

四角で範囲指定できる場合に使用します

パネルＷ変更を行います
パネルＨ変更を行います
パネルの厚みを変更します
パネルの削除を行います
目地の削除を行います
補助線に対して切り欠きを行います
２本の補助線間を切り欠きます(中抜き)
床枠の変更を行います

② －26
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床割付について

①ここでは、床の割付を行う方法を説明します

②ツールバーの　　　　を左クリックするとドロップダウンメニューが表示
　されます。又は、メニューバーの　　　　をクリックした後、　　　　　　　　
　をクリックします

③　　　　を左クリックし、割付を左クリックします

④③で選択した割付機能の中に「勾配なし、勾配あり」があります
　勾配ありの場合、勾配ありを左クリック後、床の始点を左クリックします

 

床枠データの変更

⑤床エリアの範囲決め、終点側で左クリックすると床の範囲が決定されます

割付 縦割・横割の選択を行います
パネル・デッキの選択を行います形式

種類 乾式・湿式の選択を行います
割付名称

厚み（パネル選択時）床パネルの厚みを入力します
横幅（パネル選択時） 割付幅を入力します

パネル上階高 床を取り付ける高さを入力します
割付開始点 割付スタート方向の選択を行います

勾配

床枠各辺相対移動
目地

端部パネルを内側に

勾配有りの場合に入力します
割付前の床枠エリアを変更します

目地の基準を何処にするのか選択を行います
割付幅より小さいパネルを中央に配置します

縦比 縦の比率を入力します
横比 横の比率を入力します

角度 角度を入力します。角度を入力すれば縦
横比は自動計算されます

② －27

1点目指示

２点目指示

デッキ編集（デッキ選択時）
割付幅を入力します「デッキマスタ編集」と同じ操
作法で設定を行います。（注：指定された床枠の
みデッキの詳細情報が変更されます）
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２－２０　床開口機能について

初期ﾒｯｾｰｼﾞ：①選択②入力③変更④削除

１ 選択
開口にマウスを合わせて右クリックし、変更・削除が行えます

２ 入力
開口の入力を行います

３ 変更
開口の変更を行います

４ 削除
開口の削除を行います

床開口入力について

①ここでは、床の開口を入力する方法を説明します

②ツールバーの　　　　　　を左クリックするとドロップダウンメニューが表示されます
  又は、メニューバーの　　　　をクリックした後、　　　　　　　　   　をクリックします

③　　　　   を左クリックし、入力を左クリックします

④開口を入力する壁を左クリックします

 

⑤開口入力画面が表示されます

② －28

壁をクリック
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開口入力について

⑥開口入力画面の説明
種類

角度

寸法１

寸法２

横位置の基準

基準

縦位置の基準

通り芯の交点

開口の種類を矩形と円から選択します

開口の角度を入力します

開口の幅を入力します

開口の高さを入力します

入力位置をパネルの左端部､中央､右
端部から選択します

入力位置の指定を、通り芯､パネル左上､左下､
右上､右下から選択します

開口の入力位置を床パネルの上端部､中央､
下端部から選択します

開口入力場所の基準を表記しています

② －29



第２章　平面・床・屋根

２－２１　床目地について

初期ﾒｯｾｰｼﾞ：①パネル・通り芯基準入力②梁基準③目地の変更④通り芯基準オフセット

４

３

２

パネル・通り芯基準入力

梁基準

目地の変更

通り芯基準オフセット

パネルや通り芯を基準にし目地入力を行います

梁を基準にし目地入力を行います

入力した目地の変更を行います

通り芯のオフセットを行います

床目地入力について

目地芯から上(左)への距離１

１

目地幅の振り分け
芯から上(左)側の距離を入力します

２ 目地芯から下(右)への距離

３ 上(左)パネルの長さ
目地を入力する事によって分割する
上(左)側のパネル長さを入力します

４ 下(右)パネルの長さ
目地を入力する事によって分割する
下(右)側のパネル長さを入力します

５ 目地幅
目地の大きさを入力します

６ 通り芯基準
基準

距離

指示したパネルの近くにある通り
芯を表示します

基準で表示された通り芯からの距
離を表示しています

①ここでは、床の目地を入力する方法を説明します

②ツールバーの　　　　　　を左クリックするとドロップダウンメニューが表示されます
  又は、メニューバーの　　　　をクリックした後、　　　　　　　　   をクリックします

③　　　　   を左クリックし、パネル・通り芯基準入力を左クリックします

④目地を入力するパネルを左クリックします。その後、何処まで目地を入力するか指示します

 

目地幅の振り分け
芯から下(右)側の距離を入力します

② －30



第２章　平面・床・屋根

２－１　床割付について⑤目地を入れるパネルを左クリックします ⑥何処まで目地を入れるか指示します

⑦目地幅やパネル長さを入力します

床目地入力について

② －31
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２－２２　床・補助線について

初期ﾒｯｾｰｼﾞ：①選択：直線：②２点③オフセット④相対角度⑤角度
　　　　　　　　　　　　　 ：円弧：⑥２点・半径⑦２点・出隅⑧３点⑨中心・半径⑩オフセット
　　　　　　　　　　　　　 ：直線：⑪オフセット移動⑫端点伸縮⑬円弧：端点伸縮
　　　　　　　　　　　　　 ：⑭変更⑮削除

選択１

基準線にマウスを合わせて右クリックして指定します。
指定した基準線は、変更・削除が行えます。

直線：２点
マウスで２点を指示して、自由に基準線が引けます。

直線：オフセット
指定した基準線に対して、平行にコピーをします。

直線：相対角度
指定した基準線に対して、角度指示で線を引きます。

直線：角度
画面に対しての角度指示によって線を引きます。

円弧：２点・出幅

円弧：３点

円弧：中心半径

円弧：オフセット

直線：オフセット移動

直線：端点伸縮

円弧：端点伸縮

変更

削除

２

３

４

５

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１４

始点・終点指示後、出幅(Rの大きさ)を数値入力します

始点・終点に接する円弧を入力する出幅で描きます。

中心点指示と半径入力により表示される円に対して、始点・
終点を指示して円弧を描きます

円弧の端点を入力寸法分伸縮させます

直線の端点を入力寸法分伸縮させます

指示する直線を元に、平行移動します

指示する円弧を元に、平行コピーします

入力した補助線の変更を行います

通り芯を削除します

円弧：２点・半径
始点・終点指示後、半径を数値入力します

６

② －32
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床・補助線入力について

①ここでは、床の目地を入力する方法を説明します

②ツールバーの　　　　　　を左クリックするとドロップダウンメニューが表示されます
  又は、メニューバーの　　　　をクリックした後、　　　　　　　　   をクリックします

③　　　　   を左クリックし、パネル・通り芯基準入力を左クリックします

④目地を入力するパネルを左クリックします。その後、何処まで目地を入力するか指示します

 

⑤補助線機能の２点を左クリックします
補助線を入力する場所を左クリックします

⑥補助線範囲の確定(左クリック)します。
補助線入力用のウインドウが開きます

⑦補助線の入力が出来ます
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２－２３　床・切り欠きについて

初期ﾒｯｾｰｼﾞ：①選択②斜め③斜め：２線間④矩形⑤三角形⑥円⑦平行四辺形
　　　　　　　　：⑧柱切り欠き(単体・全て)⑨変更⑩削除

選択１

変更、削除を行います。対象物に対して右クリックで行います
斜め２

補助線を基準にして指定側を切り欠きます
斜め：２線間３

２本の補助線に対して線と線の間を切り欠きます(中抜き)
矩形４

矩形の切り欠きを入力します
三角形５

三角形の切り欠きを入力します
円６

円形の切り欠きを入力します
平行四辺形７

平行四辺形の切り欠きを入力します
柱切り欠き８

単体

変更９

切り欠きを変更します
削除１０

切り欠きを削除します

全て
特定の柱を切り欠きます

全ての柱を切り欠きます

床・切り欠き入力(補助線)について

①ここでは、補助線を基準に切り欠きを行う方法を説明します

②ツールバーの　　　　　　を左クリックするとドロップダウンメニューが表示されます
  又は、メニューバーの　　　　をクリックした後、　　　　　　　　   をクリックします

③　　　　   を左クリックし、斜めを左クリックします

④既存の補助線を左クリックします。その後、切り欠く側の床パネルを左クリックします
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床・切り欠き入力(図形)について

①ここでは、図形を入力し切り欠きとする方法を説明します

②ツールバーの　　　　　　を左クリックするとドロップダウンメニューが表示されます
  又は、メニューバーの　　　　をクリックした後、　　　　　　　　   をクリックします

③　　　　   を左クリックし、矩形を左クリックします

④床パネルを左クリックします。その後、切り欠き入力ウインドウに情報を入力します

 

⑤切り欠き機能の矩形を選択します ⑥切り欠きの入力場所を左クリックします

⑦入力確定後矩形が入力され、切り欠
き扱いになります 参考図(平行四辺形)

種類 切り欠きの図形を矩形・三角形・円・平行四辺形から選択します
サイズ
角度
Ｗ
Ｈ
Ｈ２

基準 入力指示した床パネルの近くの通り芯を表示しています
基準 通り芯・パネル左上・パネル左下・パネル右上・パネル右下から基準を選択し、

その基準から相対Ｘ、相対Ｙを入力し配置位置を決めます

入力する図形に角度を持たせます
図形のＷ寸法を入力します
図形のＨ寸法を入力します
図形の勾配差(値)を入力します
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２－２４　床・ハッチングについて

初期ﾒｯｾｰｼﾞ：①パネル指定(新規ハッチング・ハッチング切り抜き)
　　　　　　　　：②矩形指定(新規ハッチング・ハッチング切り抜き)
　　　　　　　　：③多角形指定(新規ハッチング・ハッチング切り抜き)④削除

パネル指定１

新規ハッチング

矩形指定２

多角形指定３

削除４

変更、削除を行います。対象物に対して右クリックで行います

ハッチング切り抜き
床パネルに対し新しくハッチングを入力します

パネル毎にハッチングを切り抜きます

新規ハッチング

ハッチング切り抜き
四角形で任意の大きさにハッチングを入力します

四角形で任意の大きさにハッチングを切り抜きます

新規ハッチング

ハッチング切り抜き
四角形以外の形状でハッチングを入力できます

四角形以外の形状でハッチングを切り抜きます

床・ハッチング入力について

①ここでは、ハッチング入力の方法を説明します

②ツールバーの　　　　　　を左クリックするとドロップダウンメニューが表示されます
  又は、メニューバーの　　　　をクリックした後、　　　　　　　　   をクリックします

③　　　　   を左クリックし、パネル指定(新規ハッチング)を左クリックします

④床パネルを左クリックします。その後、ハッチングパターン指定に入力します

 

パターン

角度

ピッチ

横ピッチ

横、縦長

ハッチングの柄を選択します

ハッチング柄の角度を入力します

ハッチング柄の間隔を入力します

ハッチング柄の横方向の間隔を入力します

ハッチング柄の大きさを入力します
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床・ハッチング入力について

⑤ハッチングの入力方法を選択します ⑥ハッチングの入力場所を指定します

⑦ハッチングが表示されます
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平面図作図エリア　　
（レイアウト自動切り取り範囲）

１ 初期値設定

レイアウト・作図
　・通芯[平面･床]の設定
　･自枠[平面・床]の設定

赤矢印はバルーン名称・図面
名称・図面縮尺記入エリアを
設定するために確保します
(単位:mm）

青矢印は平面寸法線・寸法
値を記入エリアを設定するた
めに確保します(単位:mm）

2 3構造寸法・壁寸法設定 構造レール・壁レール設定

初期値（作図初期値の平面寸法）のレールNoで設
定した値が連動されます。また設定レールNoは構
造・壁レールに連動します。

②で設定したレールNoの各寸法記入位置を数値
入力により設定します。
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２－２５　寸法設定基本概要について

第２章　平面・床・屋根



レール色の設定は動作環境の表示
内で設定してください。

基点（壁芯）の場合

壁長さ

パネル割付

芯小口

パネル芯振

開口Ｗ

第２章　平面・床・屋根

レールNo１

レールNo２

レールNo３

レールNo４

レールNo５

！
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壁寸法（パネル割付寸法など）の各レール番号＊１を設定します。またレール設
定値＊２からの移動距離（単位：mm）を設定します。
　　レール設定からの移動距離の設定は基本がパネル割付寸法とコーナー寸法の表示位置は同じ（レール番号設
定）で、コーナーの位置を部位によって移動したい時に設定します。（寸法値移動操作時に使用）

！

＊１　レールとは寸法表示位置をいう。（壁芯からのパネル割付寸法位置・コーナー寸法位置・開口W位置など）
＊２　レール設定値は壁レール設定で入力した　レール～距離　（次のページ参照）　の位置をいう。
＊３　バルーンとは平面図通り名称の○（マル）をいう。

構造寸法（通り芯間寸法など）の各レール番号を設定します。またレール設定
値からの移動距離（単位：mm）を設定します。
　　

壁芯(床・屋根つら）からの各寸法位置を設定します。

通名称バルーン＊３からの各寸法位置を設定します。

構造寸法表示位置（上下左右）への間仕切壁などの壁間寸法の表示・非
表示を設定します。

寸法（線間・三点・芯振り・寸法線移動・寸法線削除等）の追加・変更・削除
を行います。

文字（文字・囲み文字・引き出し・文字移動・文字削除等）の追加・変更・削
除を行います。

初期値（平面寸法設定に必要な値）の変更へ移動します。

重複している線の処理（消去）を行います。

汎用要素（点・直線・円・円弧・矩形等）の追加・変更・削除を行います。

画面表示エリアを大きくします。（入力項目の非表示により）

画面表示エリアを大きくします。（入力手順の非表示により）
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２－２７

２－２８

２－２９

２－３０

２－３１

２－３２

２－３３

２－３４

２－３５

２－３６

２－２６　平面・床・屋根寸法機能について

２－３８

柱・梁等（寸法以外）の図形の画面表示・非表示の設定を行えます。

線伸縮・コーナー処理等の処理を行います。

２－３７
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　　　壁寸法（パネル割付寸法なと）の各レール番号を設定します。　

　　　構造寸法（通り芯間寸法など）の各レール番号を設定します。

①寸法を記入をしたい、変更したい、削除したい壁芯をマウス㊧に
　　　て指示します。

④数値入力の必要性は同一レールに設定はしているが、図面を見
　　やすくするために多少移動したい時のために入力してください。
　　　（寸法操作の寸法線移動時に有効）。０(ゼロ）が初期値になっ
　　ていればライン上に寸法線が表示されます。

②　　を外せば表示ＯＦＦになります。

③レールNoを変更すると、壁レール位置が変わります。同一レール
　　上に表示したい寸法は同じレールNoにします。

⑤反転ボタンにより寸法表示位置が基準線を境に反転（ミラー）し
　　ます。

⑥初期値ロードボタンにより再度初期値マスター設定値を読込ま
　　　す。

⑦初期値マスターに登録します。以後　現在の設定が初期値ロに
　　なります。

⑧上下階・すべての平面壁に設定値をコピーします。

１

２ ３ ４

５

６

７

８

①寸法を記入をしたい、変更したい、削除したい構造線またはバ　　
　　ルーンをマウス㊧にて指示します。

②　　を外せば表示ＯＦＦになります。

③レールNoを変更すると、構造レール位置が変わります。同一レー
　　ル上に表示したい寸法は同じレールNoにします。

④数値入力の必要性は同一レールに設定はしているが、図面を見
　　やすくするために多少移動したい時のために入力してください　
　　（寸法操作の寸法線移動時に有効）。０(ゼロ）が初期値になって
　　いればライン上に寸法線が表示されます。

⑤反転ボタンにより寸法表示位置が基準線を境に反転（ミラー）し
　　ます。

⑥初期値ロードボタンにより再度初期値マスター設定値を読込ま
　　　す。

⑦初期値マスターに登録します。以後　現在の設定が初期値ロに
　　なります。

⑧上下階・すべての平面壁に設定値をコピーします。

１

７

５

６

８

２ ３ ４
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２－２７　壁寸法について

２－28　構造寸法について
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  ２－２９　壁レールについて　　　　　　　　　

通名称バルーンからの各寸法位置を設定します。　　

①寸法を記入をしたい、変更したい、削除したい壁芯（床/屋根つ　
　　ら）をマウス㊧にて指示します。

②壁芯ボタンを押すと壁芯からの寸法線位置を設定します。また構
　　造ボタンを押すと構造バルーンからの寸法線位置を設定しま
す。

③レール基点距離を数値入力しますと入力数値分の寸法線が移動
　　します。

④　　を外せば表示ＯＦＦになります。

⑤レール基点～距離は基点（壁芯または構造バルーン）からの移　
　　動距離を設定します。

１

２ ３

４ ５

①寸法を記入をしたい、変更したい、削除したい構造線および構造
　　バルーンをマウス㊧にて指示します。

②構造エリア寸法（初期値　自枠　上下左右）寸法を読み出します。
　　また、記入エリアを変えたい場合は変更してください。

③通り芯～レール基点距離を数値入力しますと入力数値量の寸法
　　線が移動します。

④　　を外せば表示ＯＦＦになります。

⑤レール基点～距離は基点（構造バルーン）からの移動距離を設　
　　定します。

 

 １

2

3

4 5
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壁芯からの各寸法位置を設定します。　　　　　　　　　　　　　　　　　

  ２－３0　構造レールについて　　　
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  ２－３１　壁間寸法について

初期はすべてＯＮの状態になります。

②指示した壁の左右または上下に赤丸印が表　
　　示されます。マウスにより指示すると赤丸は　
　　消え、消えた側の壁間寸法は表示されませ　
　　ん。

①任意に設定したい壁をマウス㊧にて指示しま
　　　す。

！
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     構造寸法表示位置（上下左右）へ間仕切壁などの壁間寸法表示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　/非表示を設定します。
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 ２－３２　寸法操作について　　　　寸法の追加・変更・削除を行います。

初期ﾒｯｾｰｼﾞ　　　①線間寸法　  ②３点寸法　    ③固定角度寸法　④芯振寸法
　⑤寸法線移動  ⑥寸法線整列 ⑦寸法値移動  ⑧寸法ON/OFF  ⑨追加寸法削除
　⑩寸法値削除　⑪面記号移動 ⑫寸法線伸縮　⑬寸法足伸縮　　⑭個別設定変更

  

①線間寸法
　　　　検索属性指定表に検索したい項目にチェックをします。
　　　　チェックを記入した属性を判断し寸法を表示します。

警告：属性検索に対象になら
ない場合は下記メッセージが
表示されます。

マウスにて表示位置へ

移動します。

マウスにて真横・垂直方向に任意で指

定します。

詳細説明は次ﾍﾟｰｼﾞ

１点目 ２点目

！
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補は

仮芯

平面作図芯

平立作図芯を検索します。

属は

通り芯

平立寸法作図芯を検索します。

マウスの位置を、一番近くの

部材交点へ自動補正します。
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①「前値」「後値」は寸法値の前後に任意で文字が

入力できます。

②寸法値は測定した数値が表示されます。

変更可能です。

③文字大きさは文字縦大きさです。

④寸法線の足（ひげ）長さを表示します。

⑤寸法表記のまとめ方法を表記します。

⑥寸法値に少数点が発生する場合に、測定精度

桁数にて四捨五入します。再計算ボタンにて再計

算します。

⑦寸法値の値が設定㎜以下であれば目地として

寸法を判断します。

⑧初期値で設定した寸法パターンが表示され

　　パターン１～５まで選択できます。

⑨寸法初期値パターンを表記します。

警告：寸法詳細は寸法追加時には必ず表示されます。！
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②３点寸法
　　　　マウス指示により寸法を追加します。

 

③測定しました

寸法値が表示さ

れます。

※任意で数値変

更も可能です。

④寸法が表示されます。

②マウスにて表示

を行なう位置へ移

動します。

③固定角度寸法
　　　　マウス指示により、垂直・水平な寸法を追加します。
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１点目

２点目

①マウスにて寸法追加を行なう

２点を指示します

※近似点を自動で取得します。

 
 

点目点目

①マウスにて寸法追加を行なう

２点を指示します

※近似点を自動で取得します。

③3点寸法同様寸法

位置確定後、測定し

ました寸法値が表示

されます。

※任意で数値変更

も可能です。

※寸法線の角度を０度or９０度から選択します。

１点目

２点目

 

 
②2点確定後、寸

法角度の数値に

より垂直or水平に

補正される

④寸法が表示されます。
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⑤寸法線移動
　　　　寸法線を移動します。マウス選択寸法をクリックして任意の位置へ移動します。
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④芯振寸法
　　　　平面壁に対して、壁芯の振寸法をワンタッチで表示します。

①壁芯振寸法を表示する

壁を指示して下さい。
②自動で判断し、表示します。

①初期位置からの移動距離が表示されます。数値移動も可能です。
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⑦寸法値移動
　　　　寸法値を移動します。マウス選択寸法値をクリックして任意の位置へ移動します。

注意：グレー色表示寸法は操作する事ができません。！

⑥寸法線整列
　　　　追加寸法を、他の寸法線の位置に合わせる。
　（基準位置にするのはどんな寸法でもできますが、移動できるのは追加寸法だけです）

 

①まず、基準となる

寸法を選択します。

 

②次に、移動したい追加

寸法を選択します。

③自動で寸法の位置が

変更されます。

 

③基準から移動距離が表示されます。

数値移動も可能です。

 

①マウスにて移動する文字を選択して

下さい。数値が□表示になります。

②選択中の寸法の名称が表示されます。
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⑨追加寸法削除　　追加した寸法線を削除します。　　

①削除を行なう寸法線を選択します。一発で削除されます。
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⑧寸法ON/OFF　　個別で寸法線の表示/非表示を切り替えます。　　

 

①表示を切り替えたい寸法をクリックします。

②ＯＦＦ状態からもう一度クリックすると、ＯＮ状態に戻ります。

※　選択したポイントの寸法が重複していたとき

 

重複している全ての寸法

を選択状態にします。

重複している寸法の選択状態を

順番に切り替えていきます。
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⑪面記号移動　　面記号をマウス・数値にて移動します。

①移動する面記号を指示します。

 

⑩寸法値削除　　追加した寸法値を削除します。　　

①削除を行なう寸法値を選択します。一発で削除します。

 

②基準からの移動距離が表示されます。数値移動も可能です。

⑫寸法線伸縮　　寸法線の横線を伸縮します。

 

①伸縮したい寸法線の端部を指示します。

②線を任意の位置まで伸ばしてください。
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⑬寸法足伸縮　　寸法線足の伸縮します。

 

①伸縮したい寸法足の始点を指示します。

②足を任意の位置まで伸ばしてください。

⑭個別設定変更　ペンＮＯやレイヤＮＯ等寸法設定で設定できない項目を
寸法を指示して設定する。

 

①設定をしたい寸法を指示します。

②この項目は初期値設定の項目と連動してますので、

ＯＫボタンを押すと初期値設定の値も変更されます。



 ２－３３　文字操作について　　　　文字を任意で挿入・変更・消去する事ができます。

初期ﾒｯｾｰｼﾞ ①文字単体        ②囲み文字        ③引出線文字　　④柱メンバ
　　　　　 　　　⑤梁メンバ　　　　 ⑥文字移動        ⑦文字削除　      ⑧文字コピー
　　　　　 　　  ⑨文字単体変更  ⑩文字複数変更

①文字単体　　平面図に文字を挿入します。

②挿入する文字を記入します。追加・変更・削除が出来ます。

③　　文字角度が変更出来ます。

④文字大きさは変更できます。

　大きさは初期値設定を引用しています。

②囲み文字　　平面図に文字を□で囲み文字を挿入します。

①囲み文字を挿入する個所をクリックして下さい。

 

⑤文字挿入

　文字マスター登録内容から

　選択する事ができます。

③引出線文字　　平面図に引出線文字を挿入します。

 

 

①引出線文字を挿入する箇所をクリックして下さい。
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第２章　平面・床・屋根
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④柱メンバー　　柱にメンバーを表示します。

 

①マウスでメンバー表記を行なう柱を指示します。

②指示した部材のメンバーが表記されます。

追加・変更・削除が出来ます。

③　　文字角度が変更出来ます。
④文字大きさは初期値を引用します。

※変更は文字変更で可能

⑤梁メンバー　　梁にメンバーを表示します。

①マウスでメンバー表記を行なう梁を指示します。

注意：できる限り部材の中心を指示して下さい。部材の重なり、混み合いにより　
　　　　近くの部材を取る場合があります！
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⑥文字移動　　文字を移動します。

①移動する文字をクリックし

て下さい。

 

⑧文字コピー　　挿入した文字をコピー（複製）挿入します。

②任意の位置に移

動して下さい。

⑦文字削除　　文字を削除します。

 

①削除する文字をクリックし

　下さい。

②削除されます。

①コピー（複製）する文字

をクリックして下さい。

 

②任意の位置にコピーさ

れます。
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⑨文字単体変更　　　文字単位（くくり）毎、大きさ・角度・内容を変更します。

第２章　平面・床・屋根

①変更する文字をクリックして下さい。

 

②文字を変更します。

⑩文字複数変更　　　文字単位（くくり）毎、大きさ・角度・内容を変更します。

※　９－２　初期値設定について（⑨－３～）をご参照ください。

２－３４  初期値　　　　文字を任意で挿入・変更・消去する事ができます。
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　２-３５ 　重複　　重複している線の処理（消去）を行います。　

①重複寸法線処理を

開始します。

②重複した寸法線数が表示

されます。

ポイント：重複寸法線処理を行なう事により、寸法線の重なりを削除し、デ
ータ線数を減らします。

　２-３６　表示について　　柱・梁などの図形の画面表示・非表示の設定が行えます。

！
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柱を表示し

ます。

目を閉じている

場合は表示され

ません。

ツールバーの保存にて現在の

表示が保存できます



『平面 追加機能』※床屋根立面にも同機能を追加

●仕上げ機能 

 現状、汎用寸法・文字・要素の追加・変更・削除機能は、全て寸法設定機能の中に設けて（下記図①参照） 

ありますが、それでは操作しにくい等のご指摘があったため、汎用の機能を別画面に移しました。（次ページ図②

参照） 

図① 変更前の寸法設定画面 

 
 
 図①－1 寸法操作詳細     図①－2 文字操作詳細     図①－3 汎用要素詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



図② 変更後寸法設定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 変更後の寸法操作項目 

・ 寸法線移動 

・ 寸法値移動 

・ 寸法線 ON/OFF 

・ 寸法値削除 

・ 面記号移動 

・ 寸法線伸縮 

・ 寸法足伸縮 

・ 個別設定変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 図面仕上げ画面では、自動で追加する寸法は変更・削除できないと言う意味で、自動寸法の色を 

固定で灰色にしました。（下記図③参照） 

 初期値画面は、仕上げに関係のないレールの設定画面などは選べないようにしました。 

 
図③ 図面仕上げ画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 仕上げ画面の寸法操作項目       仕上げ画面の文字操作項目 

・ 線間寸法              ・ 文字単体 

・ ３点寸法              ・ 囲み文字 

・ 固定角度寸法            ・ 引き出し線文字 

・ 芯振り寸法             ・ 柱メンバ 

・ 寸法線移動             ・ 梁メンバ 

・ 寸法値移動             ・ 文字移動 

・ 寸法線整列             ・ 文字削除 

・ 追加寸法削除            ・ 文字コピー 

・ 寸法値削除             ・ 文字単体変更 

・ 寸法線伸縮             ・ 文字複数変更 

・ 寸法足伸縮 

・ 個別寸法設定変更 

 



 ＰａｎｅｌＷｉｚａｒｄにあった編集画面の要素操作機能をＢｂで使用できるようにしました。赤字の項目が新

機能です 

 
 仕上げ画面の汎用要素          仕上げ画面の汎用操作 

・ 点入力               ・ 線伸縮（２点） 

・ 線入力               ・ 線伸縮（基準） 

・ 円入力（半径）           ・ 線切断 

・ 円入力（直径）           ・ 中心線 

・ 円弧入力（半径）          ・ コーナー処理 

・ 円弧入力（始点→終点→通過点） 

・ 円弧入力（始点→通過点→終点） 

・ 矩形入力 

・ 詳細変更 

・ 要素移動 

・ 要素コピー 

・ オフセット移動 

・ オフセットコピー 

・ 要素削除 

 

 



新機能の詳細 

・ 円入力（半径）              ・ 円入力（直径） 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

基点

中心点 

・ 円弧入力（始点→終点→通過点）      ・ 円弧入力（始点→通過点→終点） 

通 過

終点

始点

終点

通過点 

始点

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・ 線切断 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
切断点 2

切断点 1

切断線指示 

・ 中心線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準線分 1 

中心線終点 

1と平行な基準線分 2 

中心線始点

・ オフセットコピー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コピー先 

コピー元 



●種別変更（通り芯・仮芯） 

基準線入力・変更時、種別を通り芯と補助線に簡略化し(仮芯・平面作図芯・平立作図芯・平立寸法作図芯をなく

しました)、補助線の場合は寸法作図の有無や線種を平面・立面個別に設定をできるようにしました。 

平面寸法作図チェックが ONの場合、平面作図を「なし」に設定することはできません。同様に立面寸法作図チ

ェックが ONの場合、立面作図を「なし」に設定することはできません。 

種別が「通り芯」に設定されている場合、平面作図・立面作図・平面寸法作図・立面寸法作図の項目を指定する

ことはできません。 

 
・ 旧入力画面         ・新入力画面（通り芯指定時）    ・新入力画面（仮芯指定時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●梁の中心に形状（H・ロ）の表示追加 

 梁の形状を区別するために、梁の中心に断面の形状（H・ロ）の表示を追加しました。作図時には反映されませ

ん。 

 

断面形状 

 

 

 



●平面柱入力時の柱高さ入力追加 

 今まで、柱の高さの変更は立面画面でしかできませんでしたが、平面での柱入力・変更時に 

 高さの入力変更ができるようになりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ※注 上端・下端とも値が０のときは、自動で階高に合わせた柱高さになります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



●その他壁芯の入力項目追加（変更・削除） 

  平面入力画面の壁入力の中にその他壁芯入力機能が追加してあります。 

「その他壁芯入力」…１点指示を行い、角度・長さ・移動量（Ｘ・Ｙ） 

          を入力します 

「その他壁芯変更」…角度・長さ・移動量（Ｘ・Ｙ）の変更 

「その他壁芯削除」…指定したその他壁芯が削除できます。 

 
 
 
 
 
 
作図しない壁芯とは平面・立面図に作図を行わない属性として画面のみ 

表示される壁芯になります。 

使用例としては ALC以外の壁や、50ｍ厚等の壁芯表記に使用します。 

 
 
 
 
※平面図面記号の表示色と、立面図一覧の表示色の違いについて 

  青色 ・・・ パネル割付済 

  赤色 ・・・ パネル未割付 

  桃色 ・・・ パネル割付後、平面にて壁の伸縮・軸の移動などを行っている場合。 
※ 注）上記桃色の面があるときは、発注・レイアウトの作業を行う前に、 

立面の確認を行ってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



※寸法値削除の機能変更について 

  以前のシステムでは、寸法値の削除を行うと、寸法に更新がかからない限り、再び寸法値が 

  表示されていませんでした。 

  今回の変更において、寸法線の ON/OFFと同様に、表示の ON/OFFを切り替える機能に変更 

  しました。 

寸法更新 マウス左クリック

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現在の処理  以前の処理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



●立面展開時、離れた位置にあるコーナーの隠蔽処理機能 

平面の同一通り芯上に、2 つの壁があり別々の立面として展開すると他方の面のコーナーも表示されますが、初

期値設定の［平面→立面］内にある［離れた位置にあるコーナーを隠蔽処理する］（赤囲い部分）を設定すること

で表示の状態を変更できます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平面 
 

 別々の面  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コーナー
 コーナー



『床・屋根 機能追加』 
●屋根床梁切り欠き 

平面上で壁と重なっている屋根･床･梁でパネルを切欠きます。 

切欠きエリアに対する上部クリアランス・下部クリアランスを 

指定することができます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●床割付時、梁，通り芯の位置に目地入力する時、パネル床端の方で、パネル長さが短くなるときも目地が入って

しまう点の対応 

 目地入力する時、初期値「パネル最小長さ」を下回る長さのパネルが発生する場合、目地が入らないようにしま

す。初期値「パネル最小長さ」の設定は、環境設定＞初期値設定＞床の「パネル最小長さ」で設定します。 

 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 



●床の入力（デッキ）で幅・厚の詳細な設定機能 

 デッキの床の幅・厚の設定は「デッキ編集」ボタンより、「デッキマスタ編集」と同じ操作法で設定を行います。

（注：この操作によってデッキマスタの内容は変更されません。指定された床枠のみデッキの詳細情報が変更され

ます） 

 

 

 

 
 

 



●層コピー機能（床） 

 床枠・床開口・床切り欠き・補助線の層コピーを行います。操作法は平面入力の層コピーと同様です。 

 
 

 

 



●床パネル長さ寸法を追加 

 従来、「パネル割付寸法」で表していた幅・長さを「床パネル長さ寸法」を追加することにより、初期値設定項目

を別々に指定できるようになりました。 

 

 
 

 
 



①DXFモード　オン ②DXFファイル読込

③レイヤ割当・縮尺設定

④機能操作・処理

複数の図面を単体にする。

各階の共通基点を指示します。

DXFデータを専用データにします。

DXFデータの表示を消去します。

①DXFモード　オン
②DXFファイル読込

③レイヤ割当・縮尺設定

④機能操作・処理

複数の図面を単体にする。

GLなどの共通基点を指示します。

DXFデータを専用データにします。

DXFデータの表示を消去します。

第２章　平面・床・屋根
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２－３７　ＤＸＦ読込の基本概要について

<<平面>>

<<立面>>
オプション機能



DXFのデータを部材データ（柱・通り・パネル・開口等）に自動変換します。

変換できなかった部材データを対角点指示により部材データに置き換えます。

変換できなかった部材データの複数の点指示により部材データに置き換えま
す。

変換できなかった部材データの辺を指示することにより部材データに置き換
えます。

変換できなかった通り芯を指示することにより通り芯に置き換えます。

平面（各階共通基点）・立面（GL基点）それぞれの基点を設定します。

DXFのデータを格納されているところから読み出します。

認識後またはDXFデータを読み直す場合に使用します。

複数の平面図・立面図が表示されている時、範囲を対角指示で囲み単体
の平面・立面にします。

第２章　平面・床・屋根

２－４２

２－４３

２－４４

２－４５

２－４６

２－４７

２－４８

２－４９

２－５０
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ＤＸＦ読込とは・・・
汎用ＣＡＤで作成されたデータを活用して、Ｂbシステムの入力補助として読込みます。
平面図データから通り芯・柱・梁情報を取得し、ペンＮＯ・レイヤを区別してあるデータを
下絵として画面に表示します。
領域の自動認識機能に加えて、手動作業による領域の指定、１辺選択、線選択機能も
付いています。

２－３８　ＤＸＦ読込(平面）について　　　平面DXFデータを読み込みます。

①ＤＸＦ読込モードに

切替わります。

②ＤＸＦを読込画面に

切替わります。

⑥画面にＤＸＦデー

タを表示します

③ＤＸＦデータ読込先を選択します。

※動作環境にて初期フォルダを指定できます。

④読込ドライブを選

択できます。

⑤ＤＸＦデータの一覧が表示されます。

変換するデータを選択して下さい。

第２章　平面・床・屋根
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　<<レイヤ割当>>　　　各データを部材を割り当てます。　

全レイヤが表示

されます

レイヤＮＯが表示されます 次ページに画面表

示を変更します。

全ページ

を表示し

ます。

クリックすると選択さ

れたレイヤに表示さ

れます。

読込縮尺を選択しま

す。※初期値にて登

録できます。

②文字を読込時

にチェックしま

す。

①レイヤ線を無視するか、【通り芯】

【柱】【梁】に変換する部材を選択しま

す。

画面に選択した図
形が表示されます。

③自動認識機能にて

自動判断します

①範囲を絞ります。

②基点を決めます。

②基点

 

 

第２章　平面・床・屋根
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２－３９　自動認識（平面図）について　　柱・梁・通りなどの認識

③ペン番号の場

合に設定します
①自動認識する項目にチェックを入

れます。

※部材指示済の場合は自動で

チェックが入ります

②レイヤＮＯが表示され

柱を自動で認識しています。
梁を自動で認識しています

通り芯を自動で認識しています。

変換されたデータはBbデータとして認識され、各部材を変更する事が可能です。
わずらわしい躯体構造入力が瞬時に入力できます。後は壁情報を入力し立面を起こします。

！

第２章　平面・床・屋根
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２－４０　矩形(対角）について　　任意で指定した範囲内（対角２点指示）のデータを指定部材に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　変換します。

 

 

各変換する部材

を選択します

選択した範囲を自動認識し、部材

に変更します。

２－４１　多角形（点）について   任意で指定した範囲内（多点指示）のデータを指定部材に　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　変換します。

 

 

 

 

各変換する部材

を選択します。

選択した範囲を自動認識し、

部材に変更します。

第２章　平面・床・屋根
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２－４２　多角形（辺）について　　辺を連続指示する事により、指定部材に変換します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矩形であれば４辺を指示します。

２－４３　線（Ｒ）について　　辺・線（ライン）を指示する事により、部材に変換します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※通り芯に変更します。

 

 

 

 

各変換する部材

を選択します。

選択した範囲を自動認識し、部材に変更します。

 

各変換する部材

を選択します。

第２章　平面・床・屋根

２－４４　基点について　　ＤＸＦデータの基点を決めます。マウスにて移動しポイントを決めます。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（②-57ページ参照）
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２－４５　ＤＸＦ読込(立面）について　　立面ＤＸＦデータを読み込みます。

立面をクリックすると、立面一覧が

表示されます。

新規で立面名を

作成します。

③画面にＤＸＦデータを表示します。

①ＤＸＦデータ読込先を選択します。

※動作環境にて初期フォルダを指定できます。

読込ドライブを選択

できます。

②ＤＸＦデータの一覧が表示されます。

変換するデータを選択して下さい。

第２章　平面・床・屋根
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全レイヤが表示

されます
レイヤＮＯが表示されます

次ページに画面表

示を変更します。

全ページ

表示しま

す。

読込縮尺を選択します。

※初期値にて登録でき

ます

②文字を同時に

読込か選択しま

す

①レイヤ線を無視するか、【通り芯･階

高】【パネル】【コーナ】【開口】に変換

する部材を選択します。

クリックすると選択された

レイヤに表示されます。

画面に選択した図
形が表示されます。

立面の対角点をマウス支持により切取ます。

 

 

第２章　平面・床・屋根

<<範囲指定>>　　単体の立面にするために範囲囲みにより切り取る。

② -65

　<<レイヤ割当>>　　　



第２章　平面・床・屋根

ペン番号の場合

に設定します自動認識する項目にチェックを入

れます。

※部材指示済の場合は自動で

チェックが入ります

レイヤＮＯが表示され

通り芯を自動で認識しています

開口を自動で認識しています。

パネルを自動で認識します

変換されたデータはBbデータとして認識され、各部材を変更する事が可能です。
わずらわしい割付・開口変更が瞬時に変更できます。後はパネル処理を行い、発注書作成を
行ないます。

！
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２－４７　DXFクリアについて　　DXFデータを消去する。

①DXFクリアボタンによりDXFデー

　　タをはずします。

２－４６　自動認識(立面図）について　　



第３章　立面図

３－１　立面図の画面構成について

立面の画面説明

立面を起動した直後は赤枠の表記
になっています。
・図面座標
・登録数(パネル数、コーナー数等)
・選択中の数

パネル割付や開口の入力等、立面
の機能を選択すると赤枠の部分が
簡易変更メニューに変わります

立面各機能アイコン
｢FUNCTION(ファンクション)｣
次頁から立面の各機能を説
明しています

｢FLOW(フロウ)｣
進行状況と画面説
明をしています。

｢COMMON　FUNCTION
(コモンファンクション)｣
立面図の切替、画面の
拡大縮小等を行います。

｢ELEVATION CHOICE
(エレベーション チョイス)｣
立面情報ウインドウOn/
Off機能

立面図作成画面

｢PULL DOWN MENU
(プルダウンメニュー)｣
機能を選んだ時に出
てきます

｢MENU(メニュー)｣
他の画面に移行します

｢DROP DOWN MENU
(ドロップダウンメニュー)｣
機能を選んだ時に出てき
ます

簡易変更メニュー

③ － 1



第３章　立面図

３－２　パネル割付機能について

①立面図のアイコンについて

割付を行う機能です。パネルに関する追加・修正・変更・削除が
行えます。目地入力もここで行います。

開口の入力を行います。追加・修正・変更・削除が行えます

各種画面情報の表示ON/OFFを行います

立面図のパネルにハッチング処理を行います

パネルや開口等立面図を測定します

階高ラインの変更を行います

柱の高さ変更や梁の切り欠きを行います

切欠を入力する機能です。追加・修正・変更・削除が行えます
切欠図形を入力する手順と補助線を基線にし切欠手順があります

補助線を入力する機能です。追加・修正・変更・削除が行えます

データを保存します

画面上部のメニューを非表示にし画面を広くします

画面上部のメニューを非表示にし画面を広くします

立面図のＤＸＦ読込画面に変わります(オプション)

横断面を作成します

③ － 2

３－３

３－２１

３－２６

３－２５

３－２４

３－２３

３－２２



第３章　立面図

３－３　パネル割付について

選択１

新規で立面の縦割りを行います
縦割り(全体)
パネルを右ボタンで指示する事で変更・削除が行えます

指定した立面の横割と同様に横割を行います

新規で立面の横割りを行います
横割り(全体)

横割り(指定立面に同じ)

指定する左右の立面と横割を同様割付けます
横割り(小口壁に同じ)

特定の範囲に対して縦割付を行います
縦割付(指定範囲)

特定の範囲に対して横割付を行います
横割付(指定範囲)

初期ﾒｯｾｰｼﾞ：①選択②縦割り(全体)③横割り(全体)④横割り(指定立面に同じ)
　　　　　　　　：⑤横割り(小口壁に同じ)⑥縦割付(指定範囲)⑦横割付(指定範囲)
　　　　　　　　：⑧目地入れ(分割)⑨目地消し⑩セットバック⑪Ｗ変更⑫Ｈ変更⑬入れ替え
　　　　　　　　：⑭小口表示ON/OFF⑮小口芯伸縮⑯削除

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

パネルに対して目地を入力します
目地入れ(分割)

パネル間の目地消しを行います
目地消し

パネルのセットバックを行います
セットバック

パネルのＷ変更を行います
Ｗ変更

パネルのＨ変更を行います
Ｈ変更

指定パネル同士の位置を入れ替えます
入れ替え

小口の表示・非表示を切り替えます。
小口表示ON/OFF

③ － 3

１５

小口芯の伸縮を行います。
小口芯伸縮

１６

パネルを削除します
削除

※⑭⑮の処理は、その小口の面が起きてないとできません。
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３－４　縦割作成について

①　　　　　左クリックするとプルダウンメニューが表示され［縦割付］を左クリックします。

④入力が完成したら　　　　　　　を左クリックします。

パネルの割付方法には、縦割付と横割付の入力方法があります。
割付には複雑な割付がありますが、ここでは基本的な縦・横の割付説明を行います。

②表入力画面が起動し、画面に表示されます。

左端部のパネル寸法を入力します
割付方向を選択します

割付寸法を入力します
右端部パネルが自動計算されます
縦目地の寸法を入力します
横目地の寸法を入力します
基準階高よりパネル上端までの距離
ＧＬより基礎パネル下端までの距離

パラペット部パネルの上端までの距離
最小幅のパネルを

基礎表示の選択
床が有る場合壁の自動逃がし選択
床位置から割付開始位置のクリア

③縦割ウインドウ説明

３－５　横割作成について

①　　　　　左クリックするとプルダウンメニューが表示され［横割付］を左クリックします。

②横割入力画面が起動し、画面に表示されます。

③縦割ウインドウ説明
割付方向を選択します。
1枚目のパネル幅を入力します
補助パネル幅(特殊パネルのみ)
補助パネル幅スタート(特殊パネルのみ)
補助パネル間隔(特殊パネルのみ)
縦目地の寸法を入力します
横目地の寸法を入力します
補助横目時
補助横目時スタート
補助横目時間隔
割付位置をＳＬからの寸法で入力します
割付位置をＧＬからの寸法で入力します
パラペットの寸法を入力します
柱芯に縦目地をつける

割付けの基準を基礎の上にする
壁に基礎をつける

④入力が完成したら　　　　　　 を左クリックします。

①プルダウンメニュー

①プルダウンメニュー

③ － 4
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３－６　指定割付(横割)について

　　　

②その後、左側か右側どちらかの小口を指定します。
　（指定した立面と同じ割付をします）

①　　　　　左クリックするとプルダウンメニューが表示され［横割付(指定立面に同じ)］を
　左クリックします。

③立面図名称が表示されますので、選択して下さい。

④割付が指定立面と同様の割付になります。

３－７　小口壁割付(横割)について

②横割付(小口壁に同じ)を指定します。

③左側か右側どちらかの小口を指定します。
　（指定した小口側の立面と同じ割付をします）

④割付が指定した立面と同様の割付になります。

①プルダウンメニュー

①　　　　　左クリックするとプルダウンメニューが表示され［横割付(小口壁に同じ)］を
　左クリックします。

①プルダウンメニュー

③ － 5

「▲途中」
途中保存の場合は▲
記号が表示されます
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３－８　Ｗ変更(簡易変更)について

　　　

①ツールバーの　　　　 を左クリックするとプルダウンメニューが表示され
［Ｗ変更］を左クリックすると変更モードに変わります。

③端部パネル処理・指定パネルのみ
　伸縮はできません。

②変更は左クリックして
選択します。

④上層、下層にチェックを付けると1階
　および3階へも共通で割付できます

３－９　Ｗ変更(詳細変更)について

①ツールバーの　　　　 を左クリックするとプルダウンメニューが表示され
［選択］を左クリックすると変更モードに変わります。

変更するパネル幅を入力します
左パネルより
上層も変更する
下層も変更する
変更対象
伸縮方向
端部パネルの処理

パネル幅
パネル左からの距離で位置を指定します
変更内容を上層にも反映させます
変更内容を下層にも反映させます
パネル変更後の変更範囲を指定します
パネル変更時の伸縮方向を指定します
変更後の端部パネルの処理を選択します

ドロップダウン
メニュー

ドロップダウン
メニュー

③ － 6

W変更の内容は
ここで指定します

変更するパネルを
右クリックします

変更メニューが表
示されます

ドロップダウン
メニューのＷ変更
を左クリックします

変更内容を記入して
ＯＫで変更出来ます

W変更を左クリック
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３－１０　Ｈ変更(簡易変更)について

　　　

①ツールバーの　　　　 を左クリックするとプルダウンメニューが表示され
［Ｈ変更］を左クリックすると変更モードに変わります。

③端部パネル処理・指定パネルのみ伸縮
　はできません。

②変更は左クリックして
選択します。

④上層、下層にチェックを付けると上階
　および下階へも共通で割付できます

３－１１　H変更(詳細変更)について

①ツールバーの　　　　 を左クリックするとプルダウンメニューが表示され
［選択］を左クリックすると変更モードに変わります。

パネル変更後の変更範囲を指定します
上端まで
増減＋，－
下端まで
増減＋，－
パネル長さ
関連するパネルも変更

変更方法
上端までの変更数値を入力します
パネル変更時の増減値を入力します
下端までの変更数値を入力します
パネル変更時の増減値を入力します
パネルの長さを変更します
変更後、上下のパネルの連動有無

選択したコーナーも変更 変更後、コーナーも変更します

プルダウン
メニュー

ドロップダウン
メニュー

③ － 7

Ｈ変更の内容は
ここで指定します

変更するパネ
ルを右クリック
します

ドロップダウン
メニューのＨ変更
を左クリックします

変更メニューが表
示されます

Ｈ変更を左クリック

変更内容を
入力します
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３－１２　パネル削除について

　　　

①ツールバーの　　　　　を左クリックするとプルダウンメニューが表示され［選択］を
　左クリックすると変更モードに変わります。

③ドロップダウンメニューが出て来
　ます

②削除したいパネルの上で右クリックをします

④パネル削除を左ボタンで選べば
　削除が行えます

３－１３　指定パネルの変更について

①ツールバーの　　　　　を左クリックするとプルダウンメニューが表示され［選択］を
　左クリックすると変更モードに変わります。

②変更したい部分のパネルを右ボタンで範囲を指定します。

変更するパネルで右ボタ
ンを押しながら任意のパ
ネルまでマウスを移動し
右ボタンを離す

③ドロップダウンメニューが
　出て来ます

④部分的に縦割する場合
　はパネル縦割付(範囲)

部分的に横割する場合
はパネル横割付(範囲)

or

を左クリックします。

パネル縦割(範囲)の入力ウインドウ パネル横割(範囲)の入力ウインドウ

⑤下図の入力ウインドウを
　入力後ＯＫボタンで
　部分変更が行えます

③ドロップダウン
メニュー

③ドロップダウン
メニュー

③ － 8

複数パネルの指定の仕方!!



第３章　立面図

３－１４　目地入れについて

　　　

①ツールバーの　　　　　　を左クリックするとプルダウンメニューが表示され［選択］を
　左クリックすると変更モードに変わります。

②変更したい部分のパネルを右ボタンで範囲を指定します。

複数指定の場合、開始パネ
ルで右ボタンを押しながら任
意のパネルまでマウスを移動
し右ボタンを離す事で複数の
パネルを指定できます。

③パネル目地入れ(分割)

①パネル目地消しは選択したパネルの目地を消します

３－１５　目地消しについて

分割後の下側のパネルの上端の位置を入力

分割後の目地幅を入力します

分割後の上(右)パネル幅を入力します

分割後の下(左)パネル幅を入力します

ドロップダウン
メニュー

ドロップダウン
メニュー

初期はフリーで指示した長さが表示されます

③ － 9

複数パネルの指定方法!!

目地を入れるパネルを選択

パネル目地入れ(分割)を選択

目地分割入力をしてＯＫボタン!! 目地の分割が出来ます

パネルを選択します

目地が消えます

パネル目地消しを選択
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３－１６　パネルの指定部分切欠について

　　　

①ツールバーの　　　　　　を左クリックするとプルダウンメニューが表示され［選択］を
　左クリックすると変更モードに変わります。

②切欠したい部分のパネルを右ボタンで範囲指定します。

③パネルの指定部分切欠を行う

④補助線を左クリックして補助線の外側を左クリックする
　とパネル指定切り欠きが出来ます

３－１７　２線間切欠について

①パネルの指定部分切欠を行う

②切欠を行う部分のパネルを右ボタンで範囲指定します

③パネルの指定部分切欠を行う

④２本有る補助線を左クリックすると補助線間のパネルが
　切り欠けます。

ドロップダウン
メニュー

ドロップダウン
メニュー

③ －10

１点目Ｒ補助線
を指示します ２点目パネル

を指示します

パネル切り欠き
を選択

補助線の機能につい
ては別頁の「補助線
について」を参照して
下さい

２点目補助線を
指示します

１点目補助線を
指示します

パネル切り欠き
(２線間)を選択
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３－１８　拡張パネル削除について

　　　

①ツールバーの　　　　　　を左クリックするとプルダウンメニューが表示され［選択］を
　左クリックすると変更モードに変わります。

②拡張パネルを削除したい部分を右ボタンで複数指定します

③拡張パネル削除を左クリックすると切り欠きを行ったパ
　ネルが元に戻ります

３－１９　セットバックについて

 

①ツールバーの　　　　　を左クリックするとプルダウンメニューが表示され［選択］を
　左クリックすると変更モードに変わります。

②セットバックするパネルを右ボタンで複数指定します

③セットバックしたパネルは△記号で判別します

ドロップダウン
メニュー

傾斜比率を入力します。相対角度を
入力した場合は入力不要です

相対角度を入力します。傾斜比率を
入力した場合は不要です

セットバック時の基点を指定します

ドロップダウン
メニュー

   

基準による違い
外面 芯 内面

③ －11

拡張パネル削除
を選択

セットバックを選択
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３－２０　パネル情報について

　　　

①ツールバーの　　　　　　を左クリックするとドロップダウンメニューが表示され［選択］を
　左クリックすると変更モードに変わります。

②情報を確認したいパネルを右ボタンで指定します。

③パネル情報を選びます

④選択したパネルの情報を確認する事が出来ます

ドロップダウン
メニュー

パネル情報を左クリック

③ -12
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③ － 13

３－２１　小口表示ON/OFF

３－２２　小口芯伸縮

①ツールバーの　　　　 を左クリックするとプルダウンメニューが表示され
［小口表示ON/OFF］を左クリックすると変更モードに変わります。

②変更は左クリックして
選択します。

プルダウン
メニュー

③右クリックで囲むと複
数同時に変更できます

※　小口の面で立面を起こしてないと、小口表示のON/OFFはできません。

①ツールバーの　　　　 を左クリックするとプルダウンメニューが表示され
［小口芯伸縮］を左クリックすると変更モードに変わります。

②変更は小口の端点を
左クリックして選択しま
す。

プルダウン
メニュー

※　小口の面で立面を起こしていなくても、小口芯の伸縮はできます。
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３－２３　開口機能について

初期ﾒｯｾｰｼﾞ：①選択②窓③ドア④ベランダ⑤変更⑥削除

簡易メニュー

選択１

開口の変更・削除等を行います
窓２

窓の入力を行います
ドア３

ドアの入力を行います
ベランダ４

ベランダの入力を行います
変更５

入力した開口を変更します
削除６

入力した開口を削除します

開口入力について

①ツールバーの　　　　　　を左クリックするとプルダウンメニューが
　表示され［窓］を左クリックすると窓入力に変わります。

プルダウンメニュー

②入力基準となるパネルもしくは通り芯を指示すると開口の
　詳細入力画面が表示されます

詳細入力画面
③開口マスタで設定した符号を選択するか、
　符号入力します。（サイズと補強材は、マス
　タ設定されていれば自動入力されます）
　基点と基準と高さ基準を入力します。

④入力が終わりましたら、　　　　　　を左クリックします。

※開口詳細入力画面の各項目は次頁で説明しています。

１

２

３

４

５

６

③ －14
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開口入力について

符号

基準

初期補強

マスタ変更

マスタへ登録

開口Ｘ記号

開口補強自動計算

サッシクリア

サッシサイズ

開口サイズ

高さ基準

開口符号を入力します。マスター登録も有ります
詳細入力画面

開口のＷ・Ｈ寸法を入力します

開口のサッシサイズ寸法を入力します

開口のサッシクリア寸法を入力します

開口補強を計算する画面を表示します
(詳細は開口補強マニュアルを参照)

開口Ｘ記号を表示します

入力した開口を開口マスターに追加します

開口マスターを表示します。マスターで変更が可能です

手動で開口補強メンバを設定します

開口入力時の横位置を選択します

開口入力時の高さ位置を入力します

③ －15

平面開口寸法
平面上で開口寸法を作成します
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３－２４　補助線について

種別

２点目

１点目

線種

表示

実線

通り芯～

通り芯～

初期ﾒｯｾｰｼﾞ：①選択②直線：２点③直線：オフセット④直線：角度
　　　　　　　　：⑤円弧：２点(半径・出幅)⑥直線：端点伸縮⑦変更⑧削除

入力ウインドウ

作図
作図＆寸法

点線
一点鎖線

階高～

階高～

補助線は表示のみです
表示＆作図します
通り芯同様､表示・作図・寸法を表示します

線を実線にします
線を点線にします
線を一点鎖線にします

Ｘ方向の位置を入力します
Ｙ方向の位置を入力します

Ｘ方向の位置を入力します
Ｙ方向の位置を入力します

選択１

補助線の変更・削除が行える様にします
直線：２点２

補助線を２点間で入力します
直線：オフセット３

補助線をコピーします
直線：角度４

角度で補助線を入力します
円弧：２点(半径・出幅)５

円弧の補助線を入力します。半径､出幅で膨らみを指定します
直線：端点伸縮６

補助線の伸縮を行います(直線のみ)
変更７

補助線の内容を変更します
削除８

補助線を削除します

１

２

３

４

５

６

７

８

不

不

不

不

不

１ ２

３

不

１

２

３

不

③ －16
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補助線入力について

①ツールバーの　　　　　　を左クリックするとプルダウンメニューが
　表示され［円弧：２点(半径・出幅)］を左クリックすると補助線入力に変わります

プルダウンメニュー②入力基準となる通り芯を指示します
　２点目を指示すると詳細入力画面が表示されます

④Ｒの補助線が表示されます

③補助線情報を入力し　　　　　　　ボタンを押して下さい

１点目指示 ２点目指示

補助線情報入力
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３－２５　切欠について

初期ﾒｯｾｰｼﾞ：①選択②斜め(補助線)③斜め」：２線間④斜め(梁)⑤矩形⑥三角⑦円
　　　　　　　　：⑧平行四辺形⑨矩形-指定パネルのみ-⑩三角-指定パネルのみ-
　　　　　　　　：⑪梁自動切り欠き⑫梁手動切り欠き⑬変更⑭削除

選択１

切り欠きの変更・削除が行えます
斜め(補助線)２

補助線を基準にパネルを切り欠きます
斜め：２線間３

２本の補助線間のパネルを切り欠きます
斜め(梁)４

斜め梁に対して切り欠きを行います
矩形５

矩形の図形を入力し図形部分を切り欠きとします
三角６

三角の図形を入力し図形部分を切り欠きとします
円７

円の図形を入力し図形部分を切り欠きとします
平行四辺形８

平行四辺形の図形を入力し図形部分を切り欠きとします
矩形-指定パネルのみ-９

指定パネルに矩形切り欠きを入力します
三角-指定パネルのみ-１０

指定パネルに三角切り欠きを入力します
梁自動切り欠き１１

梁切り欠きを自動で行います
梁手動切り欠き１２

梁を手動で個々に切り欠きます

変更１４

切り欠きの内容を変更します
削除１５

切り欠きを削除します

簡易メニュー

切り欠き入力画面
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屋根床梁切り欠き１３

屋根･床･梁でパネルを切欠きます

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１４

１５

１３
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切欠入力について

②斜め(補助線)を選択後、立面上の補助線を左クリックします
プルダウンメニュー

③補助線を基準にし切り欠きたいパネルを
　左クリックして下さい

④指定されたパネルが切り欠けます

①ツールバーの　　　　　を左クリックするとプルダウンメニューが
　表示され［切欠］を左クリックすると切り欠き入力に変わります

③ －19
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①ツールバーの　　　　　を左クリックするとプルダウンメニューが
　表示され［屋根床梁切り欠き］を左クリックすると上部クリアラン
ス・下部クリアランス指定ウインドウが
　開きます

プルダウンメニュー

②　　　　　　をクリックすると、平面上で壁と重なっている
屋根･床･梁でパネルを切欠きますを

③ －20

屋根床梁切り欠きについて
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３－２６　躯体について

選択

初期ﾒｯｾｰｼﾞ：①選択②柱Ｈ変更③梁高さ変更④梁(断面)⑤梁(断面)変更⑥梁(断面)削除

１

選択
柱Ｈ変更２

柱のＨ変更を行います
梁高さ変更３

梁の高さを変更します
梁(断面)４

梁断面図を入力します
梁(断面)変更５

梁断面図のクリア、大きさを変更します
梁(断面)削除６

梁断面図を削除します
簡易メニュー

躯体入力について

①ツールバーの　　　　　を左クリックするとプルダウンメニューが
　表示され［柱Ｈ変更］を左クリックすると柱のＨ変更に変わります

②変更したい柱を左クリックします。柱Ｈ変更

プルダウンメニュー

上端まで

下端まで

柱長さ

上階の階高迄の寸法
を入力します
下階の階高迄の寸法
を入力します
柱の全長を入力します

基礎変更７

基礎の高さ、幅を変更します
基礎削除８

基礎を削除します
一旦削除すると再度、面作成を行う必要があります
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１

２

３

４

５

６

７

８

９

柱・梁表示ON/OFF９

柱・梁の作図ON/OFFを個別に指定します
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①ツールバーの　　　　　を左クリックするとプルダウンメニューが
　表示され［梁(断面)］を左クリックすると梁の入力に変わります

②入力したいパネルを左クリックします。梁(断面)入力ウインドウが
　開きます

プルダウンメニュー

③梁(断面)に入力し　　　　　　を押すと梁が入力できます

③ －22

躯体入力について
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①ツールバーの　　　　　を左クリックするとプルダウンメニューが表
示され［柱・梁表示ON/OFF］を左クリックすると表示ON/OFFの指
定に変わります

②変更したい柱・梁を左クリックします。OFFに指定された柱・梁は
「非作図」と表示されます。

プルダウンメニュー

③ －23

躯体入力について

 
非作図 
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３－２７　階高レベルについて

階高(ＳＬ)の変更を行います

階高レベル入力について

①ツールバーの　　　　　を左クリックします。その後１点目の階高を左クリックします

②２点目をクリックします

③階高レベルの変更を入力します

１点目指示 ２点目指示

左右連動にチェッ
クをつけない場合

左右連動にチェッ
クをつけた場合
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３－２８　ハッチングについて

初期ﾒｯｾｰｼﾞ ：①パネル指定(新規ハッチング・ハッチング切り抜き)
　　　　　　　　：②矩形指定(新規ハッチング・ハッチング切り抜き)
　　　　　　　　：③多角形指定(新規ハッチング・ハッチング切り抜き)
　　　　　　　　 ：④削除

１

２

３

４

ハッチング入力について

①ツールバーの　　　　　を左クリックするとプルダウンメニューが表示され
［パネル指定］を左クリックするとハッチング入力に変わります

②パネルを指示します

１

２

３

４

パネル指定
新規ハッチング

矩形指定

多角形指定

削除
変更、削除を行います。対象物に対して右クリックで行います

ハッチング切り抜き
パネルに対し新しくハッチングを入力します

パネル毎にハッチングを切り抜きます

新規ハッチング

ハッチング切り抜き
四角形で任意の大きさにハッチングを入力します

四角形で任意の大きさにハッチングを切り抜きます

新規ハッチング

ハッチング切り抜き
四角形以外の形状でハッチングを入力できます

四角形以外の形状でハッチングを切り抜きます
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立面図作図エリア
(レイアウト自動切り取り範囲）

１ 初期値設定
レイアウト・作図
・通芯[立面・縦断]の設定
・自枠[立面・縦断]の設定

赤矢印はバルーン名称・図面名称・
図面縮尺記入エリアを設定するため
に確保します。（単位：mm）

青矢印は立面寸法線・寸法値記入
エリアを設定するために確保しま
す。（単位：mm）

２ ３構造寸法・パネル寸法 構造レール・パネルレール

初期値（作図初期値の立面寸法）のレールNoで
設定した値が連動されます。また設定レール
Noは構造・パネルレールにリンクします。

②で設定したレールNoの各寸法記入位置を数
値入力により設定します。

③ -26

３－２９　　寸法設定基本概要について　　
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コーナ寸法 柱芯間

割付

壁長さ

芯小口

※構造ボタンを押すと構造バルーン
からのパネルレール位置寸法値を入
力してください。

ＧＬライン

４ 立面パネル寸法基準

　　チェックをすることによりGLラインを基準にパ
ネル割付寸法など移動距離の設定をして下さ
い。なおチェックを入れてない場合は最下段パネ
ル下端を基準にパネル割付寸法などの移動距
離の設定になります。

！

レールNo１

レールNo２

レールNo３

レールNo４

レールNo５

レール色の設定は動作環境の表示
内で設定してください。！
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パネル寸法（パネル割付寸法など）の各レール番号を設定します。またレール
設定値からの移動距離（単位：mm）を設定します。
　　レール設定からの移動距離の設定は基本がパネル割付寸法とコーナー寸法の表示位置は同じ（レール番号設
定）で、コーナーの位置を部位によって移動したい時に設定します。（寸法値移動操作時に使用）
！

構造寸法（通り芯間寸法など）の各レール番号を設定します。またレール設定
値からの移動距離（単位：mm）を設定します。
　　

最下段パネル下端（初期値設定　オフ）またはGLライン（初期値設定　オン）
からの各寸法位置を設定します。

通名称バルーン＊３からの各寸法位置を設定します。

開口寸法（開口高さ寸法など）表示位置の設定します。

寸法（線間・三点・芯振り・寸法線移動・寸法線削除等）の追加・変更・削除
を行います。

文字（文字・囲み文字・引き出し・文字移動・文字削除等）の追加・変更・削
除を行います。

初期値（立面寸法設定に必要な値）の変更へ移動します。

重複している線の処理（消去）を行います。

柱・梁等（寸法以外）の図形の画面表示・非表示の設定を行います。

第3章　立面図

3-28

3-29

3-30

3-31

3-32

3-33

3-34

3-35

③ -28

3-39

3-36

汎用要素（点・直線・円・円弧・矩形等）の追加・変更・削除を行います。

3-37

3-38

線伸縮・コーナー処理等の処理を行います。
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３－３０　　パネル寸法について　　パネル寸法（パネル割付寸法など）の各レール番号を設定します。　

３－３１  構造寸法について　　　構造寸法（通り芯間寸法など）の各レール番号を設定します。

①寸法を記入をしたい、変更したい、削除したいパネルをマウス㊧
　　にて指示します。

④数値入力の必要性は同一レールに設定はしているが、図面を見
　　やすくするために多少移動したい時のために入力してください　
　　（寸法操作の寸法線移動時に有効）。０(ゼロ）が初期値になって
　　いればライン上に寸法線が表示されます。

②　　を外せば表示ＯＦＦになります。

③レールNoを変更すると、パネルレール位置が変わります。同一　
　　　レール上に表示したい寸法は同じレールNoにします。

⑤初期値ロードボタンにより再度初期値マスター設定値を読込ま
　　　す。

⑥初期値マスターに登録します。以後　現在の設定が初期値ロに
　　なります。

⑦すべての平面壁に設定値をコピーします。

１

２ ３ ４

５

６

７

①寸法を記入をしたい、変更したい、削除したい構造線またはバ　　
　　ルーンをマウス㊧にて指示します。

④数値入力の必要性は同一レールに設定はしているが、図面を見
　　やすくするために多少移動したい時のために入力してください　
　　（寸法操作の寸法線移動時に有効）。０(ゼロ）が初期値になって
　　いればライン上に寸法線が表示されます。

②　　を外せば表示ＯＦＦになります。

③レールNoを変更すると、パネルレール位置が変わります。同一　
　　　レール上に表示したい寸法は同じレールNoにします。

１

２
３ ４
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  ３－３２　パネルレールについて　　最下段パネル下端およびGLラインからの各寸法位置を設定します。

　３－３３　　構造レールについて　　通名称バルーンからの各寸法位置を設定します。　　

１

①寸法を記入をしたい、変更したい、削除したい基準をマウス㊧に
　　　て指示します。

②パネルボタンを押すとパネル下端もしくはGLラインからの寸法線
　　位置を設定します。また構造ボタンを押すと構造バルーンからの
　　寸法線位置を設定します。

③レール基点距離を数値入力しますと入力分だけ寸法線が移動し
　　ます。

④　　を外せば表示ＯＦＦになります。

⑤レール基点～距離は基点（パネル下端または構造バルーン）か　
　　らの移動距離を設定します。

２ ３

４ ５

①寸法を記入をしたい、変更したい、削除したい構造線および構造バルーンをマウス㊧にて指示します。

②構造エリア寸法（初期値　自枠　上下左右）を読み出します。また記入エリアを変えたい場合は変更してくだ
　　さい。

③通り芯～レール基点距離を数値入力しますと入力数値量の寸法線が移動します。

④　　を外せば表示ＯＦＦになります。

⑤レール基点～距離は基点（構造バルーン）からの移動距離を設定します。

１

２

３

４ ５
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  ３－３４　　開口寸法について     開口寸法表示位置（開口高さなど）の位置を設定します。

 

①寸法を記入をしたい、変更したい、削除したい開口をマウ
　ス㊧にて指示します。

②　　を外せば表示ＯＦＦになります

③表示したい位置へ数値により設定します。

１

３－３５　  寸法操作について

３-３６　　  文字操作について　

３-３９　　 表示について

　　   ＜平面寸法設定＞２－３２　寸法操作について（②－４４～５１）　をご参照下さい。

　　　　＜平面寸法設定＞２－３３　文字操作について（②－５２～５５）　をご参照下さい。

③ -31

　　　　＜平面寸法設定＞２－３６　表示について（②－５６）　をご参照下さい。

　　　　＜平面寸法設定＞２－３４　初期値について（②－５５）　をご参照下さい。

３-３７　　  初期値について　

　　　　＜平面寸法設定＞２－３５　重複について（②－５６）　をご参照下さい。

３-３８　　  重複について　

２ ３

４

④初期値設定で、開口高さ寸法のパターンを６or７に設定
　していたときに、開口上部に表示される寸法値の位置を
　設定します。(それ以外のパターンの時は関係ありません)



『立面 追加機能』 
●屋根床梁切り欠き機能 

平面上で壁と重なっている屋根･床･梁でパネルを切欠きます。 

切欠きエリアに対する上部クリアランス・下部クリアランスを 

指定することができます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●立面寸法 パネルの割付寸法が、1階の割付寸法と最上階の割付寸法が違う場合は、最上階の割付寸法を作図 

 1階の割付寸法と最上階の割付寸法が同じ場合は 1階側のみ作図されます。 

 

 
最上階のみW変更 

 

 

 

 

 



●開口入力変更画面の開口×印のチェックの自動設定、平面開口寸法スイッチを追加 

 開口入力変更画面の開口×印のチェックのデフォルト値を立面初期値の開口×印設定より参照します。立面開口

作成時、平面開口寸法を作成するかのスイッチを追加しました。 

 

 

 

  

開口×印 ON 開口×印 OFF 

 



●床断面の高さと上下クリア寸法の追加 

 立面パネル高さ寸法にて、床断面があればその高さと上下クリア寸法を作成します。 

 

高さ寸法 

上下クリア寸法 

 



●立面柱・梁個別表示 ON/OFF機能追加 

 立面より立面入力＞躯体＞柱・梁表示 ON/OFFを選択し、表示 ON/OFFを切り替える柱・梁を指定します。OFF

に指定された柱・梁は「非作図」と表示されます。 

 

非作図 

 

 

 



●立面展開時、離れた位置にあるコーナーパネルの隠蔽処理 

平面の同一通り芯上に、2 つの壁があり別々の立面として展開すると他方の面のコーナーパネルも表示されます

が、初期値設定の［平面→立面］内にある［離れた位置にあるコーナーを隠蔽処理する］（赤囲い部分）を設定する

ことで表示の状態を変更できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



立面 
 

初期値設定  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指定距離以上離れたコ

ーナーを隠蔽します 

初期値設定  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



●立面の梁断面自動切り欠き処理（残パネル処理）の動作設定 

 梁断面を自動切り欠きで切り欠いた場合に、細いパネルが残らないように自動調整する機能の動作を変更します。

（設定を ONにすれば残パネルが指定幅以下になればその分も切り欠きます） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
立面（自動梁切り欠きを実行した場合） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



●立面パネル割付時の補足 

 パネル縦割付（範囲）は指定パネルの範囲を再度割り付ける機能です。 

 指定したパネルの外周が割り付けエリアになります。 

   

指定しても割付

範囲は変わりま

せん（無効） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 割付範囲内に SLがある場合 

“SLを有効にする”にチェックが入っていないと、SLでパネルは分割されません。 

（1枚のパネルになります） 

“SLを有効にする”にチェックが入っていると、“SLより”の位置に目地を作成しパネルを分割します。 

 
 割付範囲内に SLがない場合は、“SLを有効にする”は無効です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



●壁パネルアングル線入力 

 壁パネルアングル線入力は、選択されたパネルの範囲内に自動でアングル線補助線）を入力 

する機能です。 

 
 

アングル線を入力したい 
パネル範囲を選択 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ (注) 入力されたアングル線は、補助線扱いとなっていますので、不必要であれば、補助線と 

同様の処理で削除することができます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 



●クリオン開口補強 CLコネクター表示 

 
  クリオン開口補強 CLコネクターを作図します。 

  CLコネクターの表示追加には、下記の条件があります。 

・ 開口周りのパネルが縦割りである。 

・ 開口補強自動計算をしない。 

・ 開口補強にて上下のパネルが U型である 

開口Wが６００ｍｍ以下 

開口上下パネル Hが１５００ｍｍ以下 

・ 開口補強にて上下左右のパネルが L型である。 

開口上下パネル Hが１５００ｍｍ以下 

  以上の条件をみたすと、開口補強設定画面の下にある、CLコネクターのチェックが押せる 

  ようになります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第４章　レイアウト

①図面読出 ②図面切取

③図面配置

①～③
図面を繰り返し配置

④図面登録

⑤画面クリア

①の作業に戻る

レイアウト作業を終了

または

④ - 1

４－１　レイアウト基本概要について　　



レイアウト機能について

４－２

図面（平面図・立面図・床・屋根割付図・断面・キープランなど）入力したデータ
を作図するために図面切取（全部・一部）をします。

切取済のデータを作図用紙に配置する時に用紙内で個々のエリアを移動しま
す。
　　

切り取った図面を回転したい時に使用します。

既に登録した図面のデータを読み出します。

まだ保存していない図面または変更した図面を登録します。

登録した後、画面をクリアしたい時、確認をした図面をすべて消したい時に
使用します。

初期値マスターを変更する時に使用します。

メインメニューにある保存ボタンと同じで、現在編集中の物件データを保存
します。

第４章　レイアウト

④ - 2

４－３

４－４

４－５

４－６

４－７

４－９

４－１０

４－１１

複数のエリアの基準を決め整列させる。

用紙内のエリアを単体で削除します。

エリアの大きさを変更します。

４－８

４－１２

方位記号を一つのエリアとして、配置します。

４－１３

コメントを一つのエリアとして、配置します。
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４－２　図面切取について　　　切取を行なう各図面を選択します。
　

①自動切取

④ - 3

①切取を行なう各図面を

    選択して下さい。

    一覧よりを選択します。

②各図面の縮尺を設定します。

　※縮尺登録は初期値にて

　　　設定を行います。

③ＤＸＦ・ＪＷＣデータを

 レイアウトに貼り付ける

事ができます。

④DXForJWCデータをすでに貼り付け

ているときのみ使用します。

※立面図のデータから割符番号のみ

を抽出して切取ります。

④切取図面を選択しＯＫを押します。

⑤切取済の場合は◎が付きます。

⑥切取図面種類を切り替えます。
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④ - 4

①自動切取を行います。

　クリックすると画面大外の

　枠から切取ます。
②手動切取ライン

※クロスラインを基準に切取ます。

（切取対角点を２点指示）

 

 

③図面大きさを設定します。

④自動切取枠※構造自枠設定

からのエリアが表示されます。

⑤自動切取後の移動枠。

※右クリックにてキャンセル

できます。
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②手動切取　　　　　　　任意の位置に切取エリアを指定します。

④ - 5

 

①切取をするエリ

アを指定します。

④切取枠の大きさに

なります。

③構造エリアの表示

されるエリア

②切取ラインは、大外の構造枠、通り芯・壁等の部材

およびグリッド点に自動で吸い付きます。



④ - 6

第４章　レイアウト

４－３　エリア移動について　　各図面エリアの移動を行います。

移動させたいエリア

 

配置基準線（移動エリア枠が吸い付いて、

エリアの配置を揃えやすくします）

移動エリア枠（この枠を配置した

場所に、エリア枠を移動します）
 



④ - 7

第４章　レイアウト

４－４　エリア変更について　　各図面エリア枠の大きさの伸縮を行います。

 



第４章　レイアウト

４－５　エリア整列について　　各図面エリアの整列を行います。

整列を行うラインは縦・横の通り芯・階高線がクリックできます。！

④ - 8

 

１ライン目

　基準となるラインをクリックします。

２ライン目

　基準と整列を行なうラインをクリックします。

 



第４章　レイアウト

４－６　エリア削除について　　　各図面エリアを削除します

④ - 9

①削除を行なうエリアをクリックします。

 

②削除されます
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４－７　エリア回転について　　　各図面エリアを回転します。

④ - 10

 

①文字の回転が

行なえます。
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４－８　レイアウト読出について　　　配置を行なった各図面エリアを呼び出します。

③登録図面を削除します。 ④登録図面の名称を変更します。

※任意の名称に変更可

②選択モード切替

①最新情報に更新します。

４－９　レイアウト保存について　　　配置を行なった各図面エリアを保存します。

登録データを削

除します。

③文字挿入にて

文字マスターより

選択できます

※初期値参照

①登録する図面名

称を入力します。

②登録図面ＮＯが

表示されます。

※任意でＮＯ入力

可能

④ - 11



第４章　レイアウト

４－１０　　画面クリアについて　　　配置を行なった各図面エリアを全て削除します。

４－１１　　初期値設定について　　　レイアウトに必要な初期値設定画面を表示します。

９－２　初期値設定のレイアウトの説明（⑨－７）をご参照下さい。

④ - 12



第４章　レイアウト

４－１２　方位入力について　　　方位記号を入力します。

④ - 13

 

①方位入力のボタンをクリックします。

 

②任意の場所でマウスの左をクリック

すると、右のウィンドウが開きます。

③方位矢印のパターン・Ｎの位置・記号

の直径を決め、ＯＫをクリックします。



第４章　レイアウト

４－１３　文字入力について　　　文字を入力します。

④ - 14

 

①文字入力のボタンをクリックします。

 ②任意の場所でマウスの左をクリック

すると、下のウィンドウが開きます。

③入力文字・文字の大きさを

決め、ＯＫをクリックします。



『編集 追加機能』 
●レイアウト図面手動切取り時、近接グリッド点の検索機能 

 レイアウト図面手動切取り時に、近くに検索対象がない場合、パネルウィザードと同様に近接グリッド点に自動

で吸い付きます。 

 

近接グリッド点に自動で吸い付き 

 

 



●レイアウト図面手動切り取りエリア指定法の変更 

 従来レイアウト図面手動切り取り時に外枠をマウスで指示していたものを、内側を指定するよう変更しました。

レイアウト図面手動切り取り時、エリア外枠を決めるのではなく、構造の内側を指示し確定後にエリア外枠が決ま

るように変更しました。 

 

 

従来のマウス指示位置 

変更後のマウス指示位置

 

 

 



作図図面一覧の行を選択し、図面名変更ボタンをマウスで指示すると、工事
名の変更が出来ます。

すべての図面の枠を一度にＯＮ（作図）・ＯＦＦ（非作図）出来ます。また個々の
設定は㊧ダブルクリックで行えます。

すべての図面の枠文字を一度にＯＮ（作図）・ＯＦＦ（非作図）出来ます。また
個々の設定は㊧ダブルクリックで行えます。

図番の分子部分を名称順に振り直します。

　　を付けることにより作図用紙に登録データのサイズをあわせます。（た
とえば作図用紙（Ａ３サイズ）に登録データサイズ（Ａ１）を自動縮小します）
　　また、数値部分で㊨クリックをすることにより、手動でサイズを設定する
こともできます。

カラー出力　カラー・モノクロどちらの設定で作図をするか決めます。
線幅固定　　線の幅を１ｍｍに固定して作図します。

原寸大でデータをファイルにします。
　　汎用ｃａｄで読む場合は縮尺サイズで読込ください。

第5章　作図

図番の分母部分の数値を変更します。分子部分の数値の変更は、変更した
い図面名称を㊧ダブルクリックで行えます。

縮尺サイズでデータをファイルにします。
　　汎用ｃａｄで読む場合は１/１サイズで読込ください。

縮尺サイズでファイルを作成する場合、小数点以下の数字を丸め誤
差を生じることがあります。！

５－２

５－３

５－４

５－５

５－６

５－７

５－８

⑤ － 1

５－１　　作図機能一覧

作図データの印刷機出力・ＤＸＦ出力を切り替えます。

５－１１

　　を付けることにより、画面表示色設定を一時的に変更することができます。

５－９

作図します。（プリンター機種・用紙サイズなど設定が必要です）

５－１０

５－１２ DXF出力



５－２・３・４・５・６・７　　　作図　　プリンターおよびプロッターにより図面を作図します。　

第5章　作図

①作図したい図面をチェックします。

②図面枠・枠文字のＯＮ（○）・ＯＦＦ（空白）を設定します。

作図した図面は

済マークがつき

ます ③登録サイズと作図用紙が違う場合はチェック！

④すべての設定が終わ

れば作図してください。

 

 

①ＤＸＦデータにする図面をチェックします。

②ＤＸＦボタンを押します。

③実寸データor縮尺データを押すことにより出力します。

５－８　　ＤＸＦ　　作図データをＤＸＦファイルにします。　

 

 

⑤ － 2



『作図 追加機能』 
●重複線処理スイッチを追加 

作図時、図面が大きいと（とくに床などでパネルの枚数が多いとき）重複線処理で時間がかかってしまい、作業

が中断してしまう事態を回避するため、図面出力時、重複線処理をする・しないの切り替え機能を追加しました。 

 図面指定時に「重複線処理」チェックにより、重複線処理のする・しないの切り替えができます。 

 
 

 

 



●割符番号の範囲をクリッピング（中抜き）対応 

 立面で割符とデザインを同時に表示するとき、デザインのパターンによって、割符番号が見えにくいことがある

ため、割符番号の範囲をクリッピングするよう変更しました。 

 

 

 

 

 

 

 



第６章　発注書作成

６－１　ＤＯＳ読込について

①ソフトを起動後(工事未選択)「集計」を左クリックします

②新規データ読み取り
新規にデータを読み取り発注処理する

既存データ読み取り
読み取ったデータの発注処理を修正
します

イトンデータの場合 デュロックスデータの場合 シポレックスデータの場合

パネル処理へ

集計を左クリックします

DOS集計データ処理を
左クリックします

新規データ読み取りを左
クリックします

⑥ － 1
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６－２　画面説明について

パネル処理

割付確認

１

２

６

５

４

３

開口集計

集計確認

発注書作成

パネル集計

開口補強材の集計を行います

発注状況の確認を行います

発注書を作成します

パネル処理後の情報を確認します

パネル処理した立面を確認します

パネル処理

７ 割符検索
割符を検索します

６－３　画面説明（パネル処理）について

タグ 外壁、間仕切り、コーナーの入力画面を切り替えます
種類
メーカー
工場

ＡＬＣ、押し出しを選択します
外壁メーカーの選択します
メーカー工場の選択を行います

構法 構法の選択を行います
種類（タテ）
種類（ヨコ）
本実型向き
パネル横壁階指定
斜め切断寸法
パネルW寸法変換
パネルＨ寸法変換
開口部の切断
アンカー孔明
低吸水パネル
ファッションパネル
設計荷重
パネル種類

構法の選択を行います
構法の選択を行います

構法の選択を行います
構法の選択を行います
構法の選択を行います
構法の選択を行います
構法の選択を行います
開口部のパネル切断有無を選択します
発注処理時、Ｈ方向の端数寸法の処理を選択します
発注処理時、Ｗ方向の端数寸法の処理を選択します
構法の選択を行います
構法の選択を行います
構法の選択を行います

パネル処理とは？
立面で入力したパネルを切り欠きや
開口部分をカットします。又、小数点が
発生した端部に切り上げ、切り捨て、
アンカー孔明や実型の向きを決定します。
又、メーカー、構法毎に処理が行えます。

⑥ － 2
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６－４　パネル処理について

①メニューからパネル処理を選択します ②壁一括又は床・屋根一括を選択します

③処理する立面を選択します ④種類やメーカーを選択します

⑤パネル処理後壁確認を選択します

⑥「はい」なら立面選択
　 「いいえ」なら壁確認をしません

⑥ －3

パネル処理後の立
面を表示します
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６－５　壁確認について

①メニューから壁確認を選択します ②壁一括又は床・屋根一括を選択します

③表示する立面を選択します ④パネル処理後の立面図が表示されます

６－６　パネル集計について

①パネル集計を選択します

③項目設定を選択すると下記のウインドウが表示
されます

各項目をOn/Offする事でパネル集計表に表示
する項目を設定出来ます

②壁を選択します

⑥ － 4
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④壁を選択します タテ外壁

ヨコ外壁

タテ間仕切り

ヨコ間仕切り

指定面

発注済パネルチェック

縦外壁のパネル集計を行います

横外壁のパネル集計を行います

縦間仕切りのパネル集計を行います

横間仕切りのパネル集計を行います

立面を指定してパネル集計を行います

発注済パネルチェック

⑤タテ外壁を選択すると立面情報が表示されます

６－７　発注書作成について

①発注書作成を選択します ②壁を選択します

⑥ － 5

コーナー
コーナー集計を行います
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②壁発注を選択します
壁

床・屋根

コーナー

枠のみ印字

代理店名変更

壁の発注書を作成します

床・屋根の発注書を作成します

コーナーの発注書を作成します

発注書のみ印刷します

代理店名の変更を行います

③新規データ作成を選択します ④全ての面の注文書作成を選択します

⑤新規データ作成を選択します

全ての面の注文書作成

指定立面の注文書作成

タテ外壁の注文書作成

ヨコ外壁の注文書作成

タテ間仕切りの注文書作成

立面全ての発注処理をします

特定の立面のみ発注処理します

縦壁のみ発注処理します

横壁のみ発注処理します

縦間仕切りのみ発注処理します
ヨコ間仕切りの注文書作成
横間仕切りのみ発注処理します

⑥ － 6

次頁へ続く
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⑥新規データ作成を選択します

符号の２桁目の使用方法を選択します
２桁目符号設定
ソート(並び替え)の設定を行います

ソート順位
改頁位置の設定を行います

改頁位置
印刷の優先順位を選択します

印字優先順位
割符の通し番号部分を入力します

番号
割符の階数部分を入力します

階
運搬車両の車種

ホコ
運搬車両の車種

平
納入時刻の指定をします

時刻
材料の納入日の指定をします

納入日
階数毎の表示を表しています

階数

通し番号の設定
割符の選択を行います

代理店名等の設定
代理店名の設定を行います

金物発注
金物の発注方法の選択をします

⑦発注書確認画面が表示されます

⑥ － 7

（注）　面での改頁を行わない場合は、印字優先順位
の２：面の設定は行わないでください。
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６－８　集計確認について

①発注書作成を選択します

②[壁]を選択します

③パネル処理の進行状況、発注状況を
　確認できます

⑥ － 8
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６－９　開口集計について

①開口集計を選択します ②開口集計画面が表示されます

③開口補強材一覧、開口補強材長さ集
　計どちらを選択しても立面選択画面に
　なります ④選択した立面の開口補強が表示されます

⑤開口補強材長さ集計を選択した場合

補強材の長さや個数を集計します

立面にて入力した開口の補強材一覧を確
認する事が出来ます。
又、開口荷重計算書が開口毎に出力でき
ます

⑥ － 9
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６－１０　割符検索について

①割符検索を選択します ②検索ウインドウが表示されます

③検索したい符号を入力します

割符が見付かれば属性、図面名、割符、
枚数情報を表示します。

割符の入力は小文字、大文字正確に
入力してください。！

発注済パネルの割符Noをどの面、数量
があるか割符Noを入力する事により検
索出来ます。
又Ｗ，Ｈ寸法から割符No検索も行えます
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【アスロック注文書条件】 
番号    …階毎のパネルマーキング Noの始まりを数字で設定します。 
印字優先順位…頁ごとの印字優先項目を番号で設定します。ただし、改頁しない項目の番号は設定を行

わないでください。 
改頁設定  …改頁を行う項目をオンの状態にします。 
符号の設定 …マーキング Noが 5桁で表現でき、面・区分・階・通し番号を英字で代入します。また

面記号の表示を数字・カナ・英文字のいずれかで、通し番号の表示を全面・指定面・階

面のいずれかで表記できます。 
チェック項目…チェック項目により、それぞれの設定が行えます。しかし、重量による改頁を設定して

も、運送・車種を設定していなければ、改頁条件にはなりませんのでご注意ください。

（運送・車種の設定は代理店名等の設定で行えます） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



● 代理店名等の設定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
重量による改頁の判定基準です。 
 例）普通車・大型  …○○トン 
   ユニック車・大型…○○トン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【発注書確認画面】 
追…行の追加 削…行の削除 変…行の変更 改…その行以降を改頁 
通信…㈱ノザワ様の材料注文書オンラインファイルを作成保存 
プレビュー…㈱ノザワ様の材料注文書を印刷 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平面図名称の変更を行います。

立面図名称の変更または立面図の削除を行います。

床・屋根の名称の変更または床・屋根の削除を行います。

横断面図の名称の変更または横断面図の削除を行います。

第７章　補助

縦断面図の名称の変更または縦断面図の削除を行います。

7-2

7-3

7-4

7-5

7-6

⑦ - 1

７－１　補助機能一覧

７－2　平面補助について

７－3　立面補助について

 

 

名称を変更し

ます

名称を変更し

ます



第７章　補助

７－４　床・屋根補助について

７－５　縦断面補助について

７－６　横断面補助について

名称を変更し

ます

名称を変更し

ます

 

 

⑦ - 2

矢印は変更モードになります。（通常）
消しゴムは削除モードになります。



第８章　マスター

８－１　マスター機能について

代理店
柱
梁
開口
開口補強鋼材
開口補強初期値

代理店の登録を行います
柱の登録を行います
梁の登録を行います
開口の登録を行います
開口補強鋼材の登録を行います
開口補強の初期値の設定を行います

８－２　代理店登録について

①マスターを選択します ②代理店を選択します

③追加を選択します ④代理店情報を記入します

代理店マスター登録すると新規物件登録時、代理店入力の際、選択する事で代理
店入力が行えます。図面枠の決定により図面出力時に表示されます！
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第８章　マスター

８－３　柱について

①マスターを選択します ②柱を選択します

③新規を選択します ④柱情報を記入します

柱マスター登録すると平面図入力時、柱入力の際、選択する事で柱入力が行えます
又、寸法設定にて柱メンバーとして引用出来ます

種類を選択すると柱の種類を選択する事が出来ます
柱マスター登録時、種類を選択すれば入力の際は
再度の選択は必要無くなります

層を指定すると柱入力時の配置階の指定が出来ます
層の指定を「共通」にした場合は全ての階に有効、
層の指定を「１層」にした場合は１階のみ有効になります

柱種類選択時 柱配置階選択時

！
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①マスターを選択します ②梁を選択します

③新規を選択します ④柱情報を記入します

梁マスター登録すると平面図入力時、一覧から選択する事で梁入力が出来ます
又、寸法設定にて梁メンバーとして引用出来ます

第８章　マスター

８－４　梁について

梁配置階選択時

種類を選択すると柱の種類を選択する事が出来ます
柱マスター登録時、種類を選択すれば入力の際は
再度の選択は必要無くなります

層を指定すると柱入力時の配置階の指定が出来ます
層の指定を「共通」にした場合は全ての階に有効、
層の指定を「１層」にした場合は１階のみ有効になります

梁配置階選択時

！
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①マスターを選択します ②開口を選択します

③追加を選択します ④開口情報を記入します

開口マスター登録すると立面入力時、Ｗ，Ｈ寸法を見て自動設定を行います

第８章　マスター

８－５　開口について

開口種類選択時 開口補強選択時

！

上下、左右に同じ鋼材が入力されます
手動にて固定で開口補強メンバーを指定します
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①マスターを選択します ②開口補強鋼材を選択します

③追加を選択します ④鋼材情報を記入します

第８章　マスター

８－６　開口補強鋼材について

鋼材登録画面

種類を選択すると柱の種類を選択する事が出来ます
柱マスター登録時、種類を選択すれば入力の際は
再度の選択は必要無くなります

名称

種類

幅１

幅２

厚み

Ｚ
ｘ

Ｉｘ

Ｚｙ

Ｉｙ

長さ自動調節

名称に長さを含める

鋼材名を入力します

開口に合わせて長さが自動調整します

断面二次モーメントを入力します

断面係数を入力します

断面二次モーメントを入力します

断面係数を入力します

鋼材の厚みを入力します

名称に長さを含める

名称に長さを含める

鋼材の種類を選択します

名称に長さを付け足します

Ｕ型・フラットバー時の条件

名称

！
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①マスターを選択します ②開口補強初期値を選択します

③開口補強を設定します

第８章　マスター

８－７　開口補強初期値について

ＡＬＣ低層

ＡＬＣ高層

押出低層

押出高層
１５階以上の建物の場合

１５階迄の建物場合

１５階以上の建物の場合

１５階迄の建物場合

上材

下材

左材

右材

開口上部の鋼材を指定します

開口下部の鋼材を指定します

開口左部の鋼材を指定します

開口右部の鋼材を指定します
中材の設定を行います

開口幅が～mmを超えた時

中材

中材ピッチ
中材の間隔を入力します

以下の条件を有効にする為に開口幅を入力します

中材の選択を行います

Ｕ型、フラットバーの設定
開口幅が～mm以下の時
Ｕ型、フラットバーの配置条件を指定します

上材
上材の選択を行います

下材
下材の選択を行います

開口種類
開口種類の選択を行います
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①マスターを選択します ②金物を選択します

③入力するメーカーを選択します ④工場、パネル種類を選択します

第８章　マスター

８－８　金物について

⑤場所、各厚み毎の材料の選択を行
　います

金物マスターを登録する事で発注処理時、金物集計が簡単に行えます
金物マスターを登録していない場合でも発注する事は出来ますが金物製品を
手入力で行わなければなりません！
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Ⅰ･･･金物発注システム操作確認

現在使用されています「ＰａｎｅｌＷｉｚａｒｄ２」システムにおいて金物初期設定が行われている
か確認して下さい。

※確認方法

第８章　マスター

①マスターを選択します ②金物を選択します

③入力するメーカーを選択します ④工場、パネル種類を選択します

構法を選択し下記の情報が表記されているか確認して下さい

※空白の場合は「Ⅱ･･･金物注文書設定」の操作手順にお進み下さい
※読み込みがされている場合はⅢ･･･「既に・・・」の確認をして下さい
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Ⅱ・・・金物注文書設定

第８章　マスター

③入力するメーカーを選択します ④初期値読込を選択します

①マスターを選択します ②金物を選択します

⑤確認画面で「はい」を選択して下さい ⑥読込完了メッセージが表示されます

構法を選択し下記の情報が表記されているか確認して下さい

上図の様にマスタが表示されれば完了です

マスタの読込が正常に出来ない場合は、
①集計マスタが更新されていない。
が考えられます。
＜解決方法＞
　再度インストールして下さい。

以上の設定で金物集計が出来るようになります
※「Ⅳ･･･その他の変更内容」をご確認下さい
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Ⅲ・・・既に金物マスタを読込みし、使用されているお客様へ

第８章　マスター

③入力するメーカーを選択します ④追加を選択します

①マスターを選択します ②金物を選択します

⑤場所を選択します ⑥各厚みに金物を選択し個数を入力します
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第９章　環境設定

⑨ － 1

９－１　動作環境について

一般

①やり直し回数　　･･･入力値等の　キャンセル回数設　　　　　　　　　　
　　　　定。
②データ検出距離･･･既存データ（柱等）の検出範囲　　　　　　　　　　　
　　　　（ピクセル：画面ドット）
③クリック　ドラッグ･･･マウスクリック誤差調整値
④矢印キー移動　・・・マウスカーソル移動単位
⑤簡易入力　　　　･･･平面等の簡易メニューオン・オフ　　　　　　　　　　
⑥八チングパターン・・・平面等のハッチングパターンの設定

①ウィンドウ制限･･･平面・立面まど窓数の制限。
②ウィンドウ制御･･･ウィンドウ画面の大きさの設定　　　　　　　　　　　　　
　　

ウィンドウ制御

表示色

各項目の色を設定します。
設定は色表示部分をマウスダブルクリックにより、お好みの色に設定で
きます。
なお、設定色を登録したい場合は登録ボタンにより登録できます。
ただし設定名は、今までの名前と同じ名前にしないで下さい。

図面データを入力するのに必要な初期値を作成します。

画面設定色・データ保存場所等の動作環境を設定します。

①
②
③

④

⑤

⑥



第９章　環境設定

⑨ － 2

物件データ保存先のフォルダを設定します。参照によりディレクトリトゥリ
ーが表示されます。
また通信データ・ＡＲ－ＣＡＤのパス（実行ファイル格納場所）などの設定
も行ってください。

データパス

カスタム線種

破線・点線・一点破線などドライバー内の線ピッチでなく、ユーザーのお
好みのピッチに設定できます。
スケール･･･線の間隔
線間比率･･･破線（線：空白）、一点破線（長線：空白：短線：空白）
Ｗindows標準のチェックボックスにチェックすると出力機ウィンドウズドラ
イバー設定値になります。

ＤＸＦファイル登録名称の設定が出来ます。
・実寸ＤＸＦファイル名
・縮尺ＤＸＦファイル名

作図設定



初期値とは・・・
データ入力を簡易・俊敏に行なう為に必要な標準のパターンが登録されています。
パネル幅、目地、パネルクリア・壁厚み等のＡＬＣ・押出板成型板情報が記載されています。
新規物件入力時に、初期値パターンを選択して下さい。
環境名称には、【ＢＢ】が登録されています。
サンプルの値が登録してあります。お客様に合った初期値を作成する事もできます。

　初期値を登録・削除・選択する方法。　

工事未選択の場合に表示されます。工事名がある場合

は初期値を読込んでいますので表示されません。

初期値のみを登録・変更する場合には工事未選択時に

登録をお勧めします。

第９章　環境設定

９－２　初期値設定について
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初期値名を選択

して下さい。

削除する場合は

クリックして下さい。

初期値を変更後に登録する

場合はクリックして下さい。



　構造　　　基礎高さ・幅の初期値を登録します。　

平面設定　　平面入力時の初期設定を行います。　

①基礎部分の幅・高さを入力します。

　　※構造入力でこの値を引用します。

① ②

③

④

⑤

⑥ ⑦

⑧

【   柱の厚み    】

柱厚を指定します。

 【   画面拡縮率  】

表示率を指定します。

 【 全体表示余白  】

図面枠から外側に

白をどの位取るのか

指定します。

 【画面文字サイズ 】

文字ｻｲｽﾞを指定します。

 【 バルーン半径  】

通り芯記号の半径指定

します。

【 用紙に合わせる 】…画面表示を用紙に合わせます。

 【基準線に合わせる】…画面表示を基準線に合わせます。

【   起動時の選択  】

平面ウインドウを開いた時

の縮尺を指定します。

 【    外壁の厚み   】

外壁の厚みを指定します。

 【    ＲＣ壁の厚み   】

ＲＣの厚みを指定します。

【  小口検索範囲   】

小口の指示を行なう場合の小口

周辺の検索範囲を指定します。

 【  名称の自動判断 】

平面表示選択時，種類表示，連

続表示するのか設定します。

チェック有り…地下階，地上階，

塔屋を区別表示します。

チェック無し…地下階，地上階，

塔屋を区別表示しません。

 【  クイックズーム 】

マウスによる拡大・移動・縮小操

作を行なうのか設定を行ないま

す。

 【小口自動判断 】

小口入隅の勝ち負けを自動で判

断します。

新
機
能

新
機
能

新
機
能

【ＲＣ壁斜線】

ＲＣ壁の斜線本数・ピッチ・間隔を設定します。

平面ＲＣ壁の表示が変更されます
【壁線種】表示

画面上での壁線種を設定しま

す。

【  上・下・左・右 】

基準線の長さを上下左右

で指定します。

 【    柱 ～外壁    】…柱～外壁間のクリアランスを指定しておきます。

 【    柱 ～間仕切  】…柱～間仕切間のクリアランスを指定しておきます。

 【   外壁～外壁    】…外壁～外壁間のクリアランスを指定しておきます。

 【   外壁～間仕切  】…外壁～間仕切間のクリアランスを指定しておきます。

 【   外壁～コーナー】…外壁～コーナー間のクリアランスを指定しておきます。

⑨ － 4

第９章　環境設定



平面→立面設定　　平面から立面図に起こす際の設定をします　

　立面設定　　立面図の設定をします　

⑨ － 5
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②

③

④

⑤

④平面壁の属性

を立面で変更可能

ON／0FF

①

【基準線あり 】

立面名称を指定します。

 【基準線なし 】

立面名称を指定します。

 【面記号（外）】

外壁の面記号を指定しま

す。

 【面記号（間）】

間仕切の面記号を指定しま

す。

 【作図なし基準線の名称を

使用する】

   基準線を作図する際、非

作図の名称も使用するかど

うかの指定をします。

⑤

平面図の基準線を立面上での

種類・線種に変更するか設定できます。

② 立面作成時の部材検索距離

【  柱～壁】

柱～壁間の表示距離を設定しま

す。

【梁（横）～壁】

梁（横）～壁間の表示距離を設定

します。

【梁（貫通）～壁】

柱（貫通）～壁間の表示距離を設

定します。

【コーナー～壁】

コーナー～壁間の表示距離を設

定します。

【小口～壁】

小口～壁間の表示距離を設定

【小口芯～壁】

小口芯～壁間の表示距離を設定

【通り芯～立面】

通り芯～立面の表示距離を設定

【床～壁】

床枠～壁間の表示距離を設定

【RC小口～壁】

RC小口～壁間の表示距離を設定

③立面図作成時に検索さ

れる通り芯と立面の直交誤

差角度を設定します。

①

①

 【割付】

割付方向を指定します。

 【基準幅】

割幅を指定します。

 【縦目地】

縦目地の大きさを指定します。

 【横目地】

横目地の大きさを指定します。

 【最小幅】

割幅の最小寸法を指定します。

②

②

 【パネル左より】

開口の左位置をパネルの左側

からの距離で設定します。

 【高さ基準】

開口を入力する場合の基準を

設定します。

 【ＦＬより】

開口上端位置の設定を行ない

ます。

 【ＳＬからＦＬまで】

ＳＬラインからＦＬライン迄の距離

を設定します。

 【サッシクリア】

開口サッシクリアランスの設定

を行ないます。
③

③

 【接頭文字】

寸法表記時に寸法の頭に任意

の文字を設定できます。

 【接尾文字】

寸法表記時に寸法の後に任意

の文字を設定できます。

 【幅Ｘ枚数表示の時、合計を表

示】

幅x枚数の合計を表示するかど

うかを指定します。

④

【ＳＬより】

距離を指定します。

 【パラペット】

距離を指定します。

 【基礎～パネル下端】

距離を指定します。

 【梁下より】

距離を指定します。

 【床～パネル下端】

距離を指定します。

④

⑦

⑦開口補強のメン

バー計算を自動で

行います。

⑤開口補強線の表示

線種を設定します。

⑤

ＲＣ壁斜線のピッチ・

間隔を設定します。

⑧ベランダ開口の

補強材を開口枠

外・中に表示する

か設定します。

⑧

⑥

【梁自動切欠】

立面の梁型切欠を自動ですべて行います。

【クリア】

梁型の左右上下クリア寸法を設定します。

⑨基準の壁と直交

の角度でない壁の

小口の表現パター

ンを設定します。

⑨

⑩

⑥



　床設定　　床面の設定をします　

① ②

③

④

①

【 パネル幅 】

基準パネル幅を設定します。

【パネル厚み】

基準パネル厚を設定します。

【 デッキ厚 】

基準デッキ厚を設定します。

【 コンク厚 】

基準コンク厚を設定します。

【  相  対  】

枠の線移動ピッチを設定しま

す。

【  縦  比  】

床角度の縦比率を設定します。

【  横  比  】

床角度の横比率を設定します。

【  最小幅  】

パネルの最小幅を設定します。

②

【縦幅】

基準開口縦幅を設定します。

【横幅】

基準開口横幅を設定します。

③

【 柱 】

柱回りの切欠く寸法を設定します。

【縦幅】

長方形の切り欠き縦幅を設定します。

【横幅】

長方形の切り欠き横幅を設定します。

④

【芯から上（左）への距離】

芯内側の目地寸法を設定します。

【芯から下（右）への距離】

芯内側の目地寸法を設定します。

【パネル最小長さ】

目地入力をした後のパネル最小長

さを設定します。

①

端部形状図の色分

け設定を行います。

ＡＬＣ・押出成形版

用が設定出来ます。

①

②

パネル処理時

にパネルとして

認識するかの

判断を寸法に

て行います。

④表示記号の色設定

を行います。

②

④

③

⑥

【 最小幅 】

最小幅を設定します。

【最小長さ】

最小長さを設定します。

【 最大幅 】

最大幅を設定します。

【最大長さ】

最大長さを設定します。

⑤画面形状色

の明るさを設定

します。偶数・奇

数階の表示を見

易くします。

⑦クリオン発注の納入日

初期値を設定します。

⑦

⑥

⑤

③【縁切り判定】

開口上パネルの階判

定を梁天位置距離か

らの値で判断します。

【パネル端部判定】

パネル同士間の距離により

端部パネル形状になるか判

断します。

　集計・発注の設定をします　
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　レイアウト・作図の設定をします　

①
【グリッド】レイアウト内の目安線の表示と
ピッチ（間隔）の初期値を設定します。

②【文字入力履歴数
】入力文字の経歴の保存回数を設定だけ保
存します。

【プルダウンメニュー】…プルダウンメューの
表示待ち時間を設定します。

 

文字履歴

④ 【引き出し線距離】
寸法線の横引き出し線の長さを設定します。
 【寸法止め半径  】
寸法止め点の大きさを設定します。
 【寸法文字浮き  】
寸法文字の位置を設定します。
 【矢止め大きさ  】
寸法線の矢止めの長さを設定します。
 【矢止め矢角度  】
寸法線の矢止めの角度を設定します。

③【Ｘ位置・Ｙ位置】…各出力機(プロッター・プリンター)に対する作図原点を変更します。

 

引き出し線距離
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① ② ③

④ ⑤
⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫
⑬

⑭ ⑮



⑤【平面・床・横断面】【立面・縦断面】
　　　図面入力・寸法設定時と、レイアウトでの
　　図面切取時の縮尺初期値を設定します。
　 【キープランスケール】
　　　キープランン図の切取縮尺を設定します。
　 【DXF縮尺】【JWC縮尺】
　　　DXFデータ・JWCデータをレイアウトで読み
　　込む時の縮尺初期値を設定します。

⑥【一般表示色】
　　動作環境で設定した色で表示します。
　 【レイヤ色  】
　　詳細設定内の画層設定で登録した色で表示します。
　 【ペン色    】
　　詳細設定のペン設定で登録した色で表示します。
 　　※この表示はレイアウト内でのみ有効です。

⑦【カラー】
　　カラーで出力する場合に設定します。
　 【モノクロ】
　　モノクロで出力する場合に使用します。　　　　
　　※モノクロジェットにカラーで出力する場合に
　　　　ドライバにより線幅が変更できます。
　　　　
　

 
⑧【初期用紙サイズ】
　　作図用紙サイズを選択します。
　　平面図・レイアウト画面の縮尺になります。

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨【割付寸法表現】
  　パネルの割付寸法の表現をプルダウンメニューから
　　初期設定します。

プルダウンメニュー

から選択
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構造エリアの範囲になります。

この範囲内には、構造寸法と図面名・通りバルーンのみ

表示されます。

構造エリア範囲内にパネル寸法位置が該当する場合は

表示されません。これをクリッピングエリアと呼んでいま

す。

⑩【構造エリア】
  上下左右内エリアを非作図エリア（構造関係寸法）
　のみを表示する部分を指定します。

⑪【通り芯エリア】
  　自動切取枠の大外エリアを指示します。
　　構造エリア＋通り芯エリアが自動切取枠に
　　なります。

構造レール基点から外がわへの距離になります。

構造エリア６０、通り芯エリア２０の場合自動切取枠は

通り芯から８０の距離になります。
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⑫【自枠について】
 　各図面の切取りエリア範囲を指定します。
　　大外の通り芯からの距離になります。

⑬【寸法値表示】
 　【小数点以下  】
　　小数点以下の表示設定を行ないます。
　【位取りカンマ】
　位取りカンマの選択を行ないます。
　【丸め        】
　数値の変換方式を選択します。
　【小数点表記  】
　小数点の表示位置を設定をします。

⑭【挿入文字高さ】
　　文字挿入時の初期大きさを設定します。

⑮【印刷・ＤＸＦ出力形式】
　　印刷時に円弧図形を多角形に近い図形で出ます。
　　ＤＸＦ出力時に補助線を隠し属性で出力します。
　　ＤＸＦ出力時、点のデータを○に変更します。
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　詳細設定　

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

①【ペン設定】
　　ペンＮＯの色・線幅・ＪＷＣのペンＮＯを設定します。
②【文字種設定】
　　文字のペンＮＯ・文字高・フォントを設定します。
③【画層設定】
　　レイヤの表示・操作ロックと、色・名称・DXF出力名称の設定
を行います。
④【図面枠設定】
　　図面枠の登録・修正・削除、枠文字設定を行います。
⑤【文字マスタ設定】
　　文字マスターを登録します。
⑥【縮尺リスト】
　　縮尺リストを作成します。
⑦【作図範囲設定】
　　用紙作図範囲を上下右左設定します。
⑧【ＪＷＣ変換設定】
　　ＪＷＣデータのレイヤNOをＢｂＣＡＤのレイヤＮＯに当てはめ
ます。

①【ペン色設定】

  ペン色の設定をします。変更するペンの色をマウス左ダブルクリックして色

パレットから指定の色を選択します。

※Windowsのプロッタドライバは色によってペン番号が決まります。

  色設定をドライバと同じにして下さい。

【ペン幅】

  使用するペンの太さを指定します。※但しプロッター及びプリンター内の

　設定を使用しますので実際の大きさは各出力器で調節して下さい。

【ＪＷＣ色】

　ＪＷ＿CADのペンＮＯ色に出力します。

ＪＷ＿ＣＡＤに出力ＯＮ／ＯＦＦをチェックします。

②文字種類に対してペン番号及び文字の大きさを指定します。

文字種類設定内のフォントを選択すると右側のフォント指定ウインドウが開きます。

【フォント  】文字の種類を選択します。

【スタイル  】太さ，傾きを指示します。

【サイズ    】文字の大きさを指定します。

【文字飾り  】文字に線を引き、強調します，又文字色の設定も行ないます。

【サンプル  】上記の選択した内容を確認します。

【書体の種類】言語を指示します。
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⑧



④
図面枠の登録，初期図面枠の設定を行ないます。
用紙サイズ種類は
「Ａ０横～Ａ５縦」「Ｂ０横～Ｂ５縦」が有ります。
【表示ＳＷ】
  用紙選択リストに表示確認のスイッチです。
  チェックが付いてれば表示です。
【初期呼び出し図面枠】
  新規図面編集を表示した時の図面枠を設定します。
【新規データ作成】
  新しく図面枠を登録する場合に選択します。

【 用紙サイズ 】
枠の大きさに合った用紙サイズを選択します。
【 図面枠名称 】
枠の名称です。
【枠データ作図】
枠作図確認スイッチです。
【工事項目記入】
全項目作図確認スイッチです。
【  作図ＳＷ  】
作図確認スイッチです。
【   Ｘ位置   】
Ｘ方向の各項目作図位置を指定します。
【   Ｙ位置   】
Ｙ方向の各項目作図位置を指定します。
【  文字種類  】
各項目の文字サイズを指定します。

【既存データ修正】
既に登録してある図面枠を内容変更する場合に選択します。
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【表示】

各レイヤ番号の表示／非表

示を設定です。

③【画層設定】
レイヤの表示・操作ロックや色・名称・DXF出力名称を設定します。

【ロック】

各レイヤ番号の操作をロック

するかどうかを設定です。

【色】

各レイヤ番号の要素の表示

色を設定です。

【名称】

各レイヤ番号の名称を設定

です。

【DXFデータ出力レイヤ名】

レイアウトした図面をDXF形

式のファイルに出力するとき

の各レイヤ番号の名称を設

定です。



⑤分類は各文字マスターのグループ名です。
【図面名】各図面名を登録します。
【部屋名】部屋名を登録します。

⑥【図面縮尺リストマスタ】について
縮尺の追加・削除・変更が行なえます。
最下段の行に追加してください。

⑦【用紙作図範囲設定】について
用紙の大きさに対して作図範囲を設定します。
用紙端からのクリアを入力して下さい。
※レイアウト画面の内側のラインになります。

⑧【ＪＷＣレイヤ変換設定】について
ＪＷＣレイヤグループ
「グループ０～Ｆ」までを選択します。
【ＪＷＣレイヤ】
ＪＷＣの各レイヤ番号に対して
Ｗｉｚａｒｄ側のレイヤを割り当てます。
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【用紙サイズ】
登録する枠の大きさを指定します。
【図面枠名称】
登録する枠の名称を指定します。
【枠データ作図】
枠作図を行なうか選択を行ないます。
チェックを付けると作図枠の保存場所を聞いてきます。
【工事項目記入】
枠内部の記述について作図確認を行ないます。
作図ＳＷのチェックを付ける事で作図が行なえます。

新規図面枠登録画面が出てきますので，「用紙サイズ」を指定し，「図面名称」を登録して下さい。

【図面枠の登録】について
以下の説明は枠データがＪＷ＿ＣＡＤに登録してありそれをＢｂに登録する方法を説明します。

新規データ作成

を選んで下さい。「レイアウト・作図」を選び「詳細設定」の

「図面枠設定」を選んで下さい。



　寸法属性設定　

①

②

③

④

⑤

①【平面・横断面図】
　　平面図・横断面図の寸法初期値を設定します。
②【立面図】
　　立面図の寸法初期値を設定します。
③【縦断面図】
　　縦断面図の寸法初期値を設定します。
④【床・屋根図面】
　　床・屋根図の寸法初期値を設定します。
⑤【キープラン】
　　キープラン図の寸法初期値を設定します。

①平面図面寸法設定
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平面設定が行なえる各部

材を表記してあります。

線種のパターン

を選択します。

作図表示を行な

うか、表示しない

か設定します。

レイヤＮＯを入

力します。

ペンＮＯを入力

します。

レイアウトでの平面図切取

時、一番外にある通り芯を

基準としていますが、その

候補に仮芯を入れるかどう

かの設定をします。

面記号の文字を常に０°

の角度で表示するかどう

かの設定です。



グレー部分は変更しても図面反映されない項目です。
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レールＮＯを入力しま

す。１～１０まで

また、緑の項目は構造

レールに関する項目で

す。

寸法表示パターンを

選択します。

クリックすると下部

へ寸法パターンが

表記されます。

寸法タイプを選

択します。

寸法止めタイプを

選択します。

【文字】　　文字種設定で登録した文字種ＮＯを入力します。
　　　　　　　文字高を入力するのではありません。少数点の記入はできません。
【足長さ】　寸法線の足長さ数値を入力します。
【位置】　　寸法初期位置を入力します。すべて壁芯からの距離が基準になります。
　　　　　　　詳細な調整は寸法設定で変更出来ます。
【前文字・後文字】
　　　　　　表示した寸法値に(３２０)かっこ表示等の表記ができます。
　　　　　　　例：Ｌ＝　　Ｗ=

汎用寸法パターンとは・・・
寸法設定時の３点寸法・線間寸法入力で使用する寸法パターンを設定します。
汎用芯振寸法は、芯振り寸法初期設定を行います。



平面寸法パターン一覧　

【壁間寸法】

【芯小口寸法】

【開口Ｗ寸法】

【開口記号】

【面記号】

【壁芯記号】
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　平面レール設定　　　

平面レール設定とは・・・
構造エリアと壁寸法エリアに分けて、寸法位置の初期設定設定を行います。
寸法位置をレールに例え、基準からレールＮＯを設定していきます。
構造寸法レールはバルーンの中心からが基点です。
壁寸法レールは壁芯からが基点です。
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ＮＯは平面寸法の

レールＮＯを指示し

ています。

構造エリア基準のバルーンからの距離を設定します。

０の場合バルーンの中心になります。

※すべてのＮＯに提要されます。

設定した寸法名が表示されます。

構造エリア基準からの

距離を設定します。

ＮＯは平面寸法の

レールＮＯを指示し

ています。

構造エリア基準からの

距離を設定します。

設定した寸法名が表示されます。

壁エリア基準のバルーンからの距離を設定します。

０の場合バルーンの中心になります。

※すべてのＮＯに提要されます。



  ②立面図面設定　
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立面設定が行なえる各部材

を表記してあります。

ペンＮＯを入力

します。

作図表示を行なう

か、表示しないか設

定します。 線種のパターン

を選択します。

レイヤＮＯを入力

します。

①

②

③

④ ⑦

⑧

⑨

⑩

①【デザイン表記パターン】
デザインパネルのデザイン表示を
パターンから選択します。

②【開口×印表記パターン】
開口の×表示を設定します。

③【縦文字90度反転】
文字の回転を行います。
※レイアウト時に縦配置を行なう場合に
使用します。

⑤
⑥
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④【開口高さ位置寸法省略】
同じ層に、連続して同じ高さの開口高さ位置
寸法があるとき、一番左の開口寸法以外を
省略します。

⑤【開口高さ位置寸法パターン自動判定】
パネルの割付方向を見て、開口高さ寸法の
パターンを自動で判定します。
縦割付は、開口の横に寸法を出すパターン。
横割付は、開口の上に寸法を出すパターン。

⑥【パネル下寸法位置基点変更】
パネル下に表記する寸法の位置基点を、パネル
のすぐ下からにするか、GL固定にするかを選択
します。

⑦【開口周り寸法値表示SW】
打ち合わせ図面として数値を記入しない場合に
チェックをはずします。

⑧【クリア値・基礎高さ止めマーク】
クリア値と基礎高さ寸法の止めを
設定値を無視して固定します。

⑨【形状記号・割符番号の設定】
形状記号と割符番号は、同じ位置・角度で
表示されます。

形状記号・割符番号の

表示角度を設定します。

形状記号・割符番号の表示位置・

割符番号の文字基点位置を設定します。

形状記号を矢印で省略

表記します。 形状記号・割符番号を基点位置より

移動させることができます。

⑩【立面壁間寸法作成条件の設定】
立面壁間寸法を作成する際、基準になるパネルの外周から設定値以内の距離にある小口で
寸法を作成します。



【文字】　　文字種設定で登録した文字種ＮＯを入力します。
　　　　　　　文字高を入力するのではありません。少数点の記入はできません。
【足長さ】　寸法線の足長さ数値を入力します。
【位置】　　寸法初期位置を入力します。すべて壁芯からの距離が基準になります。
　　　　　　　詳細な調整は寸法設定で変更出来ます。
【前文字・後文字】
　　　　　　表示した寸法値に(３２０)かっこ表示等の表記ができます。
　　　　　　　例：Ｌ＝　　Ｗ=

汎用寸法パターンとは・・・
寸法設定時の３点寸法・線間寸法入力で使用する寸法パターンを設定します。
汎用芯振寸法は、芯振り寸法初期設定を行います。

グレー部分は変更しても図面反映されない項目です。
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レールＮＯを入力しま

す。１～１０まで 寸法タイプを選

択します。

寸法止めタイプを

選択します。

寸法表示パターンを

選択します。

クリックすると下部

へ寸法パターンが

表記されます。 開口高さ位置寸法のパターンが6の場合のみ

設定できます。☆⑨-21を参照



【壁間寸法】

【芯小口寸法】

立面寸法パターン一覧　

【壁芯記号】

【開口高さ寸法】

【パネル階振寸法】
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【パネル芯振寸法】

☆開口高さ寸法パターン６の場合のみ、

設定項目の一番右で、2SL+2060部分の

位置設定(上下)ができます。



　立面レール設定　　　

立面レール設定とは・・・
構造エリアと壁寸法エリアに分けて、寸法位置の初期設定設定を行います。
寸法位置をレールに例え、基準からレールＮＯを設定していきます。
構造寸法レールはバルーンの中心からが基点です。
壁寸法レールは左右方向は壁外周からが基点です。
上下方向は下側はＧＬラインから、上は最上壁外周からが基点です。
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構造エリア基準のバルーンからの距離を設定します。

０の場合バルーンの中心になります。

※すべてのＮＯに提要されます。

設定した寸法名が表示されます。

ＮＯは平面寸法

のレールＮＯを

指示しています。

構造エリア基準からの

距離を設定します。

ＮＯは平面寸法

のレールＮＯを

指示しています。

壁エリア基準のバルーンからの距離を設定します。

０の場合バルーンの中心になります。

※すべてのＮＯに提要されます。

設定した寸法名が表示されます。

構造エリア基準からの

距離を設定します。
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縦断面設定が行なえる各部

材を表記してあります。

線種のパターン

を選択します。

作図表示を行な

うか、表示しない

か設定します。 レイヤＮＯを入

力します。

③縦断面図面寸法設定

ペンＮＯを入力

します。
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グレー部分は変更しても図面反映されない項目です。

レールＮＯを入力しま

す。１～１０まで

また、緑の項目は構造

レールに関する項目で

す。

寸法表示パターンを

選択します。

クリックすると下部

へ寸法パターンが

表記されます。

寸法タイプを選

択します。

寸法止めタイプを

選択します。

【文字】　　文字種設定で登録した文字種ＮＯを入力します。
　　　　　　　文字高を入力するのではありません。少数点の記入はできません。
【足長さ】　寸法線の足長さ数値を入力します。
【位置】　　寸法初期位置を入力します。すべて壁芯からの距離が基準になります。
　　　　　　　詳細な調整は寸法設定で変更出来ます。
【前文字・後文字】
　　　　　　表示した寸法値に(３２０)かっこ表示等の表記ができます。
　　　　　　　例：Ｌ＝　　Ｗ=

汎用寸法パターンとは・・・
寸法設定時の３点寸法・線間寸法入力で使用する寸法パターンを設定します。
汎用芯振寸法は、芯振り寸法初期設定を行います。

縦断面寸法パターン一覧

【パネル芯振寸法】 【壁間寸法】
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　縦断面レール設定　　

縦断面レール設定とは・・・
構造エリアと壁寸法エリアに分けて、寸法位置の初期設定設定を行います。
寸法位置をレールに例え、基準からレールＮＯを設定していきます。
構造寸法レールはバルーンの中心からが基点です。
壁寸法レールは左右方向は壁外周からが基点です。
上下方向は下側はＧＬラインから、上は最上壁外周からが基点です。

構造エリア基準のバルーンからの距離を設定します。

０の場合バルーンの中心になります。

※すべてのＮＯに提要されます。

設定した寸法名が表示されます。

ＮＯは平面寸法

のレールＮＯを

指示しています。

構造エリア基準からの

距離を設定します。

ＮＯは平面寸法

のレールＮＯを

指示しています。

壁エリア基準のバルーンからの距離を設定します。

０の場合バルーンの中心になります。

※すべてのＮＯに提要されます。

設定した寸法名が表示されます。

構造エリア基準からの

距離を設定します。
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縦断面設定が行なえる各部

材を表記してあります。

線種のパターン

を選択します。

作図表示を行な

うか、表示しない

か設定します。

レイヤＮＯを入

力します。

④床・屋根図面寸法設定

形状記号・割符番号の

表示角度を設定します。

形状記号・割符番号を基点位置より

移動させることができます。

ペンＮＯを入力

します。

形状記号を矢印で省略

表記します。

レイアウトでの床・屋根図

切取時、一番外にある通り

芯を基準としていますが、

その候補に仮芯を入れる

かどうかの設定をします。
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グレー部分は変更しても図面反映されない項目です。

レールＮＯを入力しま

す。１～１０まで

また、緑の項目は構造

レールに関する項目で

す。

寸法タイプを選

択します。

寸法止めタイプを

選択します。

【文字】　　文字種設定で登録した文字種ＮＯを入力します。
　　　　　　　文字高を入力するのではありません。少数点の記入はできません。
【足長さ】　寸法線の足長さ数値を入力します。
【位置】　　寸法初期位置を入力します。すべて壁芯からの距離が基準になります。
　　　　　　　詳細な調整は寸法設定で変更出来ます。
【前文字・後文字】
　　　　　　表示した寸法値に(３２０)かっこ表示等の表記ができます。
　　　　　　　例：Ｌ＝　　Ｗ=

汎用寸法パターンとは・・・
寸法設定時の３点寸法・線間寸法入力で使用する寸法パターンを設定します。
汎用芯振寸法は、芯振り寸法初期設定を行います。
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　床・屋根レール設定　　

床・屋根レール設定とは・・・
構造エリアと壁寸法エリアに分けて、寸法位置の初期設定設定を行います。
寸法位置をレールに例え、基準からレールＮＯを設定していきます。
構造寸法レールはバルーンの中心からが基点です。
壁寸法レールは左右方向は壁外周からが基点です。
上下方向は下側はＧＬラインから、上は最上壁外周からが基点です。

構造エリア基準のバルーンからの距離を設定します。

０の場合バルーンの中心になります。

※すべてのＮＯに提要されます。

設定した寸法名が表示されます。

ＮＯは平面寸法

のレールＮＯを

指示しています。

構造エリア基準からの

距離を設定します。

ＮＯは平面寸法

のレールＮＯを

指示しています。

壁エリア基準のバルーンからの距離を設定します。

０の場合バルーンの中心になります。

※すべてのＮＯに提要されます。

設定した寸法名が表示されます。

構造エリア基準からの

距離を設定します。



『初期値 追加機能』 

 ●各部材の線種(赤枠表示)初期値を各入力時に参照する機能 

 平面、立面、床・屋根、縦断面、横断面の各入力で各部材の表示線種を初期値より参照します。 

 環境設定＞初期値設定＞レイアウト作図＞寸法属性詳細より、レイアウト作図で設定された各部材の「線種」を

入力画面での表示線種とします。 

 
 

 

 



●平面 or立面展開時、離れた位置（下記設定距離以上）にあるコーナーパネルの隠蔽処理機能 

平面の同一通り芯上に、2 つの壁があり別々の立面として展開すると他方の面のコーナーパネルも表示されます

が、初期値設定の［平面→立面］内にある［離れた位置にあるコーナーパネルを隠蔽処理する］（赤丸部分）を設

定することで動作を変更できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平面 
 

 別々の面  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コーナー
 コーナー



立面 
 

初期値設定  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指定距離以上離れたコ

ーナーを隠蔽します 

初期値設定  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



●立面の梁断面自動切り欠き処理（残パネル処理）機能 

 梁断面を自動切り欠きで切り欠いた場合に、細いパネルが残らないように自動調整する機能の動作を変更します。

（[梁自動切り欠き時の残パネル処理]にチェックをすれば残パネルが指定幅以下になればその分も切り欠きます） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
立面（自動梁切り欠きを実行した場合） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



● 開口上下寸法と開口左右の寸法の名称変更 
立面寸法初期値の名称を一部変更しました。「開口上下 H寸法」→「H寸法 縦壁(開口上下)横壁(開口左右)」、「開

口左右W寸法」→「W寸法 縦壁(開口左右)横壁(開口上下)」に変更しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



● 床パネル長さ寸法を追加 

 従来、「パネル割付寸法」で表していた幅・長さを「床パネル長さ寸法」を追加することにより、初期値設定項目

を別々に指定できるようになりました。 

 

 
 



● 床割付時、梁・通り芯で目地が自動に入り、端部の床パネル自動処理（確認事項） 

 目地入力する時、初期値「パネル最小長さ」を下回る長さのパネルが発生する場合、目地が入らないようにしま

す。初期値「パネル最小長さ」の設定は、環境設定＞初期値設定＞床の「パネル最小長さ」で設定します。 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 



●縦断面開口高さ位置寸法にパターンを追加（開口 H寸法にサッシクリアを表示する） 

 環境設定＞初期値設定＞レイアウト作図＞寸法属性詳細＞縦断面図＞縦断面寸法の開口高さ位置寸法の寸法パタ

ーンに「パターン 2」を追加しました。 

 

 

 

 

 



『動作環境 追加機能』 
●汎用要素マウスクリック時のデータ検出距離設定追加。 

汎用要素操作時、マウスクリック位置よりどの程度の距離まで、部材・汎用線の要素を 

 検索するかの設定を追加しました。（検索範囲を短くしたことにより、矢印などの作成も可能） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



BbのシステムバージョンNoを表示します。BbのシステムバージョンNoを表示します。BbのシステムバージョンNoを表示します。BbのシステムバージョンNoを表示します。

ライセンス（保守期間・材料発注書など）を表示します。ライセンス（保守期間・材料発注書など）を表示します。ライセンス（保守期間・材料発注書など）を表示します。ライセンス（保守期間・材料発注書など）を表示します。

Bbシステムにおいて変更・追加など履歴を表示します。Bbシステムにおいて変更・追加など履歴を表示します。Bbシステムにおいて変更・追加など履歴を表示します。Bbシステムにおいて変更・追加など履歴を表示します。
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１０－１　ヘルプ機能について１０－１　ヘルプ機能について１０－１　ヘルプ機能について１０－１　ヘルプ機能について
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⑩ - 2

Bbにおいての部材（柱数・壁数など）の限界数を表示します。Bbにおいての部材（柱数・壁数など）の限界数を表示します。Bbにおいての部材（柱数・壁数など）の限界数を表示します。Bbにおいての部材（柱数・壁数など）の限界数を表示します。

弊社インターネットのサポートアドレスを表示します。弊社インターネットのサポートアドレスを表示します。弊社インターネットのサポートアドレスを表示します。弊社インターネットのサポートアドレスを表示します。



選択している物件のデータを保存します。選択している物件のデータを保存します。選択している物件のデータを保存します。選択している物件のデータを保存します。

選択している物件のデータを終了します。選択している物件のデータを終了します。選択している物件のデータを終了します。選択している物件のデータを終了します。

Bbシステムを終了します。Bbシステムを終了します。Bbシステムを終了します。Bbシステムを終了します。

第10章　その他

⑩ -  3

１０－２　保存・閉じる・終了１０－２　保存・閉じる・終了１０－２　保存・閉じる・終了１０－２　保存・閉じる・終了

キャンセルでメニューに戻ります。キャンセルでメニューに戻ります。キャンセルでメニューに戻ります。キャンセルでメニューに戻ります。
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１０－３　日本語入力について１０－３　日本語入力について１０－３　日本語入力について１０－３　日本語入力について

⑩ - 4

･MS-IME98日本語ｼｽﾃﾑ

日本語入力システムをＯＮにする日本語入力システムをＯＮにする日本語入力システムをＯＮにする日本語入力システムをＯＮにする

①Ｗｉｎｄｏｗｓが起動した段階では、日本語入力システムは、使えるようになって  いません。

そこで、　　　　　　　アイコンを左クリックします。

②日本語入力 ― オンにマウスを合わせて、左クリックします。
または、［ＣＴＲＬ］と［ＸＦＥＲ］キーを同時に押します。

但し、弊社システムでは、入力の際、日本語入力を必要 とする場合に、自動で日本語入力
システムＯＮにしております。

 
 

 

 

日本語入力システムとは日本語入力システムとは日本語入力システムとは日本語入力システムとは

①日本語入力システムとは、漢字やひらがなを入力するためのシステムをいいます。

②日本語入力システムには、いくつかの種類があります。

   代表的なシステムは以下の通りです。

ＡＴＯＫ１１

ＮＥＣＩＭＥ９５

ＭＳ－ＩＭＥ９５／ＭＳ－ＩＭＥ９７

③お持ちのパソコンにより、インストールされている入力システムは異なりますので以下の手順    

    で確認して下さい。

ｱ）Ｗｉｎｄｏｗｓの下側のタクスバー右端にある　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を確認します

ｲ）下図のように ○ 部を左クリックすると、Ｗｉｎｄｏｗｓにインストール されている一覧が表示

    されます。

ｳ）この   　　    マークのシステムが、選択されているシステムとなっています。

 

付ー１付ー１付ー１付ー１

･MS-IME98日本語ｼｽﾃﾑ
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④ＭＳ－ＩＭＥ９７の場合、日本語入力がＯＮになりますと、以下の図
　が画面上に表示されます。

 
    

 
 
 
 
 
 
     　                      

 
                    

 

 
 
 
 
 
 
 
     
 
     
 
        
 
            

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

入力モード 変換モード 漢字辞典
単語/

用例登録
プロパティ ヘルプ

キーボード

インジゲータ

入力モード 変換モード 漢字辞典 単語用例登録 プロパティ ヘルプ

手書きにより漢字を検索

画数より選択

部首より選択

記号を表示

キーボードインジゲータキーボードインジゲータキーボードインジゲータキーボードインジゲータ

キーボードでの　ＣＡＰＳ　と　かな　キーのスイッチ状態をモニタします。

ＣＡＰＳ：　ＣＡＰＳ　キーＯＮにて点灯

ＫＡＮＡ：　かな　キーＯＮにて点灯

⑩ - 5



 

入力モード 変換モード 漢字辞典
単語/

用例登録
プロパティ ヘルプ

キーボード

インジゲータ

③ＭＳ－ＩＭＥ９８の場合、日本語入力がＯＮになりますと、以下の図が画面上に表示されます

。

 

入力モード 変換モード 漢字辞典 単語用例登録 プロパティ ヘルプ

キーボードインジゲータキーボードインジゲータキーボードインジゲータキーボードインジゲータ

キーボードでの　ＣＡＰＳ　と　かな　キーのスイッチ状態をモニタします。

ＣＡＰＳ：　ＣＡＰＳ　キーＯＮにて点灯

ＫＡＮＡ：かな　キーＯＮにて点灯

手書きにより漢字を検索

画数より選択

部首より選択

文字一覧より選択

第10章　その他
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⑤ＭＳ－ＩＭＥ９５の場合、日本語入力がＯＮになりますと、以下の図
　が画面上に表示されます。

 

    

 

 
 
 
 
 
 
     　                          

　  

                      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
基本的には、ＩＭＥ９７と同じですので、前ページを参照して下さい。

 

 
 
 
 
 
 
 
 

入力モード 変換モード 漢字辞典
単語/

用例登録
プロパティ ヘルプ

キーボード

インジゲータ

入力モード 変換モード 漢字辞典 単語用例登録 プロパティ ヘルプ

キーボードインジゲータキーボードインジゲータキーボードインジゲータキーボードインジゲータ

キーボードでの　ＣＡＰＳ　と　かな　キーのスイッチ状態をモニタします。
ＣＡＰＳ：　ＣＡＰＳ　キーＯＮにて点灯

ＫＡＮＡ：　かな　キーＯＮにて点灯
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かな

 

・   

       

 

   

  かな  ＯＮにて、キーのかな側に反応します。  

　通常、英字は大文字を使用する事が多いので、　ＣＡＰＳ　　通常、英字は大文字を使用する事が多いので、　ＣＡＰＳ　　通常、英字は大文字を使用する事が多いので、　ＣＡＰＳ　　通常、英字は大文字を使用する事が多いので、　ＣＡＰＳ　

　はＯＮにしておいてください　はＯＮにしておいてください　はＯＮにしておいてください　はＯＮにしておいてください

  

 
 

入力方式について  

① 入力方式は、かな入力とローマ字入力とがあります。  

② かな入力とは、キーに書かれている、ひらが名を使ってキー入力する方式  

③ ローマ字入力とは、キーに書かれている、アルファベット（英字）を使って、ローマ字

で読みをキー入力する方式 

 

 

 入力方式の切替入力方式の切替入力方式の切替入力方式の切替 

入力方式を「かな」←→「ローマ字」に切り替える場合は、  

右図の力の入力方式にて変更します。  

 
 

  

 

   
かな　　ＯＦＦで、

   かな入力・・・｢　Ａ　｣　但し、　ＳＨＩＦＴ　　　と同時なら　　　｢　ａ　｣
        

  
かな　　ＯＮで　　　｢　ち　｣

 

  
  

 かな　　ＯＦＦで、｢　３　｣　但し　　ＳＨＩＦＴ　　と同時なら　｢　＃　｣ 
  

かな　　ＯＮで、　｢　あ　｣　但し、　ＳＨＩＦＴ　　と同時なら　　｢　ぁ　｣　
　

  

 

Ａ  

ち 

３  

あ 

＃ 

 
ぁ 

　ＣＡＰＳ　ＯＮにて、英字が大文字に、ＯＦＦにて小文字となります。

ただし　英字に対してのみ　　ＳＨＩＦＴ　キー　　と同時なら、

大文字小文字が逆になります。

ＯＮにて、キーの英数側に反応します。

使用例使用例使用例使用例
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がいしゃ　と入力したい場合

      

 

ローマ字入力・・・

 
 

上記を参考に文字入力した後、上記を参考に文字入力した後、上記を参考に文字入力した後、上記を参考に文字入力した後、

 

スペース　キーを押すと漢字変換して漢字候補が表示されます  

スペース　キーを続けて押すと漢字の候補リストが表示され、

 

数値入力または、矢印のカーソルキーやスペースキーにて選択

 

して、リターンキーで確定します。

 

 

 

 
 

  

 
   

  

 

 

  

ローマ字入力にて、アルファベット（英字）を入力してもかな変換さ

れてしまいます。それを、英字に変換したい場合に使用します。 

 

★漢字入力の基本★漢字入力の基本★漢字入力の基本★漢字入力の基本

かな入力・・・ か　゛　　い　 し　　ＳＨＩＦＴ　＋　や

Ｇ　 Ａ　 Ｉ　　Ｓ　 Ｈ　　Ａ　

しっぽ　　と入力したい場合

ローマ字入力・・・

かな入力・・・

Ｓ　　Ｉ　 Ｐ　　Ｐ　 Ｏ　

し　ＳＨＩＦＴ　＋　つ　ほ　゜　

ＡＢＣ　　と入力したい場合

かな入力・・・

ローマ字入力・・・ Ａ　 Ｂ　 Ｃ と押すと

かな　ＯＦＦした後

Ａ　 Ｂ　 Ｃ

あ　Ｂ　Ｃ　　と表示されます。　

その後、　　Ｆ・９　を押します。

★特殊な入力★特殊な入力★特殊な入力★特殊な入力

Ｆ・５　　　・・・ＪＩＳコード入力した英数文字を、漢字変換します。
書籍等の漢字辞書で調べると，ＪＩＳ/区点コードと呼ばれるコード

が記載してあります。　　　　　　　　　【亜】　ＪＩＳ区点コード：3021

漢字候補数

　例）　　３０２１　　と入力後、　Ｆ・５　キーを押すと　　亜　　の文字

　　　　　が変換されて表示されます

Ｆ・６　　　・・・カタカナで入力した文字を、ひらがなに変換します。

Ｆ・７　　　・・・ひらがなで入力した文字を、カタカナに変換します。

Ｆ・８　　　・・・全角で入力した文字を、半角に変換します。

Ｆ・９　　　・・・入力文字を、アルファベット（英字）に変換します。
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★システムダウン★システムダウン★システムダウン★システムダウン

 
システム（一般的にはアプリケーション）運用中に下記のような画面が表
示された場合のことをいいます

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

システムダウンが発生した場合システムダウンが発生した場合システムダウンが発生した場合システムダウンが発生した場合

 

 

　　　　

 　　　　例外　ＯＤがVXD VAT (01)  +  000000C8 の0028:C0051E50　で発生しました。

　　　　現在のアプリケーションを終了します。

　　　　＊どれかのキーを押すと、現在のアプリケーションを強制終了します。

　　　　＊Ｃｔｒｌ＋Ａｌｔ＋Ｄｅｌ　キーをもう一度押すと、コンピュータを再起動します。

　　　　　　　　　　　　　　　アプリケーションで保存していないデータはすべて失われます。

この部分のメッセージは
ケースによって内容が異
なってきます。

　　Ａｌｔ　キーは、　ＮＥＣ９８の

　　コンピュータでは
　　ＧＲＰＨ　キーです

①この場合、強制終了または、再起動しか方法がありません。
　どれかのキーを押すと、　システムが強制終了します。
　
　ＣＴＲＬ　と　ＧＲＰＨ　及び　ＤＥＬ　キーを同時に押すと、
　
　再起動します。

②いずれの場合でも、入力中のデータは、保存していない限り登録されておりま
せん。

③①にて、どれかのキーを押した場合、基本的には、Ｗｉｎｄｏｗｓに戻ります。
　　マウスがまったく動かない状態や、砂時計が延々と表示されるような場合が
　　まれに発生しますので、その場合は

　　ＣＴＲＬ　と　ＧＲＰＨ　及び　ＤＥＬ　キーを同時に押して、
　　　
　　再起動させます。
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★ＷＩｎｄｏｗｓの強制再起動の場合★ＷＩｎｄｏｗｓの強制再起動の場合★ＷＩｎｄｏｗｓの強制再起動の場合★ＷＩｎｄｏｗｓの強制再起動の場合 
 

　①再起動の場合、パソコンは強制的にリセットされ、電源投入した状態と同じに
　　なります。
　　以下の図のようにメッセージが表示されどれかのキーを押すとハードディスク
　　チェックが始まります。

 
 
 
 
 
 
 ②続いて、Scandiskが実行されます。問題がなければWindowsが再起動しますが、

　問題が発生した場合は以下のようなメッセージが表示されます。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
③矢印カーソルキーにより、削除（Ｌ）に合わせてリターンキーを押すか　Ｌ　キー
　を押して、不要なゴミデータは削除します。
　その後、以下の画面が表示さ　れます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Windows 95を起動します。Ｗｉｎｄｏｗｓが正しくシャットダウンされていませんでした。
ディスクドライブにエラーがある可能性があります。
どれかのキーを押すと、Ｓｃａｎｄｉｓｋを実行します。 

 

 

 

      

 

 

－－－－－－－－－－－－－問題が見つかりました－－－－－－－－－－－－

ドライブＡで×××.×××　バイトのデータが見つかりました。

これは破損ファイかﾃﾞｨﾚｸﾄﾘだと思われますが、おそらくﾃﾞｨｽｸ領域を使って

いるだけです。
 

 

ﾃﾞｰﾀの内容を見たい場合は、［保存］を選んで下さい。ﾃﾞｰﾀにはFILE000.CHKの

ようなファイル名がつけられて、ルートディレクトリに保存されます。

ファイルの内容を見るには,TYPEコマンドを使ってください。

(以前行った修復のために、アクセスできなくなったファイルやディレクトリが

ある場合は、迷わず〔保存〕を選んでください）

　保存（S）　　削除（Ｌ）＜修復しない(Ｄ)＞　詳細（Ｍ）

 

 

 

 

                                

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－－－－－－－－－－－－－undoディスクの作成－－－－－－－－－－－－

現在ドライブＡに変更を加えようとしているところです。

必要であれば、Undoディスクを作成してScandiskの変更を取り消したい時に

使用できます。

Undoディスクを作成するには、空のディスク（または　Undoディスクとして使

用されたディスク）をフロッピードライブに挿入してから、ＡまたはＢボタン

を選んでください。

Undoディスクを作成する必要がなければ、〔Undo不要〕を選んでください。

　　　　ドライブ（Ｄ）　　　Undo不要（Ｓ）　詳細（Ｍ）

④矢印カーソルキーにより、Undo不要（Ｓ）に合わせてリターンキーを押すか　Ｓ　
　キー　を押して下さい。その後Windowsが起動します。
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